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１．手帳の種類
て ち ょ う し ゅ る い

１－１ 身体障害者手帳について

し ん た い し ょ う が い し ゃ て ち ょ う

身体に障がいのある方の、障がい程度などを記載している手帳です。
しんたい しょう ほう しょう て いど きさい てちょう

（１）支援内容
しえんないよう

障害福祉サービス、補装具費の支給、各種利用料等の減免、税の軽減など。
しょうがいふ くし さ ー び す ほ そ う ぐ ひ しきゅう かくしゅりようりょうとう げんめん ぜい けいげん

（２）手続き一覧
てつづ いちらん

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

手続きの内容
てつづ ないよう

必要なもの
ひつよう

初めて手帳を申請するとき
はじ てちょう しんせい

（新規申請）
しんきしんせい

診断書（指定医師が記載したもの）、マイナンバー関連書類
しんだんしょ してい い し きさい ま い な ん ば ー かんれんしょるい

印かん、顔写真（たて４cm×よこ３cm）
いん かおじゃしん

紛失や破損したとき
ふんしつ はそん

（再交付）
さいこうふ

印かん、顔写真（たて４cm×よこ３cm）、マイナンバー関連
いん かおじゃしん ま い な ん ば ー かんれん

書類
しょるい

※破損した手帳もお持ちください。
はそん てちょう も

障 がいの程度が変わったとき
しょう ていど か

（障 害程度変更）
しょうがいていどへんこう

身体 障 害 者 手帳、診断書（指定医師が記載したもの）
しんたいしょうがいしゃてちょう しんだんしょ してい い し きさい

印かん、顔写真（たて４cm×よこ３cm）、マイナンバー関連
いん かおじゃしん ま い な ん ば ー かんれん

書類
しょるい

氏名や住 所が変わったとき
しめい じゅうしょ か

身体 障 害 者 手帳、印かん、マイナンバー関連書類
しんたいしょうがいしゃてちょう いん ま い な ん ば ー かんれんしょるい

死亡・ 障 がい者でなくなった
しぼう しょう しゃ

とき（返還）
へんかん

身体 障 害 者 手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

※ 障 がい者で無くなった場合は本人の印かん
しょう しゃ な ばあい ほんにん いん

転 入
てんにゅう

身体 障 害 者 手帳、印かん、マイナンバー関連書類
しんたいしょうがいしゃてちょう いん ま い な ん ば ー かんれんしょるい

転 出
てんしゅつ 月 形 町での手続きはありません。

つきがたちょう てつづ

転 出 先の市町村での手続きとなります。
てんしゅつさき しちょうそん てつづ
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１－２ 療育手帳について

り ょういく て ち ょ う

知的障がいのある方の、障がい程度（Ａ・Ｂ）などを記載している手帳です。
ちてきしょう しょう ていど えー びー きさい てちょう

（１）支援内容
しえんないよう

補装具費の支給等を除き、身体障害者手帳とほぼ同様のサービスを受けられます。
ほ そ う ぐ ひ しきゅうとう のぞ しんたいしょうがいしゃてちょう どうよう さ ー び す う

（２）手続き一覧
てつづ いちらん

申請前に判定を受ける必要があります。
しんせいまえ はんてい う ひつよう

・１８歳未満の方：岩見沢児童相談所（電話２２－１１１９）に直接ご相談ください。
さいみまん かた いわみざわじどうそうだんしょ で ん わ ちょくせつ そうだん

・１８歳以上の方：北海道立心身障害者総合相談所の判定を受けますので、保健福祉
さいいじょう かた ほっかいどうりつしんしんしょうがいしゃそうごうそうだんしょ はんてい う ほ けん ふ くし

課地域福祉係にご相談ください。
か ちいきふくしがかり そうだん

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

手続きの内容
てつづ ないよう

必要なもの
ひつよう

初めて手帳の申請するとき
はじ てちょう しんせい

（新規申請）
しんきしんせい

印かん、顔写真（たて４cm×よこ３cm）
いん かおじゃしん

紛失や破損したとき
ふんしつ はそん

（再交付）
さいこうふ

印かん、顔写真（たて４cm×よこ３cm）
いん かおじゃしん

※破損した手帳もお持ちください。
はそん てちょう も

障 がいの程度が変わったとき
しょう ていど か

（障 害程度変更）
しょうがいていどへんこう

療 育 手帳、印かん、顔写真（たて４cm×よこ３cm）
りょういくてちょう いん かおじゃしん

氏名や住 所が変わったとき
しめい じゅうしょ

保護者が変わったとき
ほごしゃ か

療 育 手帳、印かん
りょういくてちょう いん

死亡・ 障 がい者でなくなったと
しぼう しょう しゃ

き（返還）
へんかん

療 育 手帳
りょういくてちょう

※死亡による返還は、届出者の印かんが必要です。
しぼう へんかん とどけでしゃ いん ひつよう

転 入
てんにゅう

療 育 手帳、印かん
りょういくてちょう いん

転 出
てんしゅつ 月 形 町での手続きはありません。

つきがたちょう てつづ

転 出 先の市町村での手続きとなります。
てんしゅつさき しちょうそん てつづ
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１－３ 精神障害者保健福祉手帳について

せいしんしょうがいしゃ ほ け ん ふ く し て ち ょ う

精神 障 がい者の方の、障 がい程度（１級 から３級 ）などを記載している手帳です。
せいしんしょう しゃ かた しょう ていど きゅう きゅう きさい てちょう

（１）支援内容
しえんないよう

各種利用料等の減免、税の軽減など。
かくしゅりようりょうとう げんめん ぜい けいげん

（２）手続き一覧
てつづ いちらん

※診断書は、申請日からさかのぼって３か月以内に取得する必要があります。
しんだんしょ しんせい び げついない しゅとく ひつよう

【問合せ】保健福祉課保健係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかほけんがかり でんわ

手続きの内容
てつづ ないよう

必要なもの
ひつよう

初めて手帳を申請するとき
はじ てちょう しんせい

（新規申請）
しんきしんせい

診断書（※３か月以内）または精神疾患による障 害 者
しんだんしょ げついない せいしんしっかん しょうがいしゃ

年金 証 書と直 近の年金振込通知書、年金支払通知書
ねんきんしょうしょ ちょっきん ねんきんふりこみつうちしょ ねんきんしはらいつうちしょ

※診断書は初診日から６か月以上経過した時点のものが必要
しんだんしょ しょしんび げついじょうけいか じてん ひつよう

顔写真（たて４cm×よこ３cm）、マイナンバー関連書類
かおじゃしん ま い な ん ば ー かんれんしょるい

更新の手続きをするとき
こうしん てつづ

（更新申請）
こうしんしんせい

診断書または精神疾患による障 害 者 年金 証 書と直 近
しんだんしょ せいしんしっかん しょうがいしゃねんきんしょうしょ ちょっきん

の年金振込通知書、年金支払通知書、マイナンバー関連
ねんきんふりこみつうちしょ ねんきんしはらいつうちしょ ま い な ん ば ー かんれん

書類、手帳（手帳交換の場合は顔写真も必要です。）
しょるい てちょう てちょうこうかん ばあい かおじゃしん ひつよう

紛失や破損したとき
ふんしつ はそん

（再交付）
さいこうふ

顔写真（たて４cm×よこ３cm）、マイナンバー関連書類
かおじゃしん ま い な ん ば ー かんれんしょるい

※破損した手帳もお持ちください。
はそん てちょう も

障 がいの程度が変わったとき
しょう ていど か

（障 害程度変更）
しょうがいていどへんこう

手帳、マイナンバー関連書類、診断書、
てちょう ま い な ん ば ー かんれんしょるい しんだんしょ

顔写真（たて４cm×よこ３cm）
かおじゃしん

氏名や住 所が変わったとき
しめい じゅうしょ か

手帳、マイナンバー関連書類
てちょう ま い な ん ば ー かんれんしょるい

死亡・ 障 がい者でなくなったと
しぼう しょう しゃ

き（返還）
へんかん

手帳
てちょう

転 入
てんにゅう

手帳、マイナンバー関連書類
てちょう ま い な ん ば ー かんれんしょるい

転 出
てんしゅつ

月 形 町での手続きはありません。
つきがたちょう てつづ

転 出 先の市町村での手続きとなります。
てんしゅつさき しちょうそん てつづ
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２．障害者総合支援法による支援

しょうがいしゃ そ う ご う し え ん ほ う し え ん

２－１ 自立支援医療
じ り つ し え ん い り ょ う

障がいのある方が、その障がいを軽くしたり取り除いたりする治療を受けるための
しょう かた しょう かる と のぞ ち りょう う

医療給付を行います。総医療費のうち、原則として１割が本人の負担になりますが、所得
いりょうきゅうふ おこな そういりょうひ げんそく わり ほんにん ふ た ん しょとく

に応じて自己負担上限額が設定されます。
おう じ こ ふたんじょうげんがく せってい

２－１－１ 更生医療について
こうせいいりょう

（１）対象者
たいしょうしゃ

身体障害者手帳を持っており、更生医療の対象となる医療が必要な方。
しんたいしょうがいしゃてちょう も こうせいいりょう たいしょう いりょう ひつよう かた

（２）対象となる医療
たいしょう いりょう

当該障がいに対し、確実な治療効果（日常生活や社会生活能力等が容易となり向上
とうがいしょう たい かくじつ ちりょうこ う か にちじょうせいかつ しゃかいせいかつのうりょくとう よ う い こうじょう

させること）が期待できるものに限られます。
きたい かぎ
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障 がいの種類
しょう しゅるい

原因疾患など
げんいんしっかん

給付内容例
きゅうふないようれい

視覚障 害
しかくしょうがい 角膜混濁

かくまくこんだく

角膜移植 術
かくまくいしょくじゅつ

白 内 障
はくないしょう

水 晶 体 摘 出 術
すいしょうたいてきしゅつじゅつ

網膜剥離
もうまくはくり

網膜剥離手 術
もうまくはくりしゅじゅつ

瞳孔閉鎖
どうこうへいさ

虹彩 切 除 術
こうさいせつじょじゅつ

聴 覚 障 害
ちょうかくしょうがい

外耳性 難 聴
がいじせいなんちょう

形成 術
けいせいじゅつ

感音性 難 聴
かんおんせいなんちょう

人工内耳
じんこうないじ

鼓膜穿孔
こまくせんこう

穿孔閉鎖 術
せんこうへいさじゅつ

音声・言語障 害
おんせい げんごしょうがい

口蓋裂、兎唇などに対する医療
こうがいれつ としん たい いりょう

唇 顎口蓋裂の歯科矯 正
くちびるあごこうがいれつ し か きょうせい

外 傷 性などの発音構語 障 がい
がいしょうせい はつおんこうごしょう

形成 術
けいせいじゅつ

そしゃく機能障 害・ 唇 顎
きのうしょうがい くちびるあご

口蓋裂の後遺症
こうがいれつ こういしょう

歯科矯 正 治療
し か きょうせいちりょう

肢体不自由
したいふじゆう

麻痺障 害
ま ひ しょうがい

理学療 法・作業 療 法
りがくりょうほう さぎょうりょうほう

関節 拘 縮・関節 強 直
かんせつこうしゅく かんせつきょうちょく

関節授動 術 ・関節形成 術 ・
かんせつじゅどうじゅつ かんせつけいせいじゅつ

人工関節置換 術
じんこうかんせつちかんじゅつ

義肢装具のため
ぎ し そうぐ

切断端形成 術
せつだんたんけいせいじゅつ

心臓機能障 害
しんぞうきのうしょうがい

心疾患
しんしっかん

ペースメーカー埋め込み 術 ・心臓
ぺ ー す め ー か ー う こ じゅつ しんぞう

移植 術 ・弁口・心室心房 中 隔に
いしょくじゅつ べんこう しんしつしんぼうちゅうかく

対する手 術
たい しゅじゅつ

腎臓機能障 害
じんぞうきのうしょうがい

腎機能全廃
じんきのうぜんぱい

人工透析 療 法・腎移植 術
じんこうとうせきりょうほう じんいしょくじゅつ

（抗免疫 療 法を含む）
こうめんえきりょうほう ふく

小 腸 機能障 害
しょうちょうきのうしょうがい

小 腸 機能廃絶
しょうちょうきのうはいぜつ

中 心 静 脈 栄養法
ちゅうしんじょうみゃくえいようほう

肝臓機能障 害
かんぞうきのうしょうがい

肝機能全廃
かんきのうぜんぱい

肝臓移植 術 （抗免疫 療 法を含
かんぞういしょくじゅつ こうめんえきりょうほう ふく

む）

ヒト免疫不全ウイルス
ひ と めんえきふぜん う い る す

による免疫機能 障 害
めんえききのうしょうがい

抗Ｈ Ｉ Ｖ 療 法・免疫 調 節 療 法
こうえいちあいぶいりょうほう めんえきちょうせつりょうほう



- 6 -

（３）給付の範囲
きゅうふ はん い

ア 支給は、身体障害者手帳を有することを条件とすることから、手帳交付日前の
あ しきゅう しんたいしょうがいしゃてちょう ゆう じょうけん てちょうこ う ふ びまえ

医療については給付対象外になります。また、事前申請がなされ、北海道の事前判定
いりょう きゅうふたいしょうがい じぜ んしんせい ほっかいどう じ ぜ んはんてい

に基づいて認定されるのが原則です。
もと にんてい げんそく

イ 給付の対象医療であっても、受給者 証に記載されている以外の医療機関等で
い きゅうふ たいしょういりょう じゅきゅうしゃしょう き さ い い が い いりょうき か んとう

受診、調剤等を受けた場合は給付の対象外になります。
じゅしん ちょうざいとう う ば あい きゅうふ たいしょうがい

ウ 原則として、保険優先、他法優先です。
う げんそく ほけ んゆうせん たほ うゆうせん

（４）必要書類
ひつようしょるい

・自立支援医療費（更生医療）支給決定申請書
じりつ しえんいりょうひ こうせいいりょう しきゅうけっていしんせいしょ

・自立支援医療（更生医療）要否意見書
じりつ しえんいりょう こうせいいりょう よう ひいけんしょ

・身体障害者手帳（写し）
しんたいしょうがいしゃてちょう うつ

・「世帯」の健康保険証（写し）
せたい けんこうほけんしょう うつ

※国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の場合は世帯全員、その他の健康
こくみんけんこうほ け ん こ う きこうれいしゃいりょうせ い どかにゅうしゃ ば あ い せ た いぜんいん た けんこう

保険加入者の場合は受診者と被保険者本人の書類が必要です。
ほけんかにゅうしゃ ばあ い じゅしんしゃ ひ ほけ ん しゃほんにん しょるい ひつよう

・町民税の課税状 況がわかる書類（同意書に代えることができます。）
ちょうみんぜい かぜ いじょうきょう しょるい どういしょ か

・特定疾患療養受療 証（所得者のみ）
とくていしっかんりょうようじゅりょうしょう しょとくしゃ

・マイナンバー関連書類、身元確認できる書類
ま い な ん ば ー かんれんしょるい み もとかくにん しょるい

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ
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２－１－２ 精神通院医療
せいしんつういんいりょう

（１）対象者
たいしょうしゃ

統合失 調 症などの精神疾患を有する方で、通院による精神医療を継続的に必要な方
とうごうしっちょうしょう せいしんしっかん ゆう かた つういん せいしんいりょう けいぞくてき ひつよう かた

（入院治療は対象になりません）。
にゅういんちりょう たいしょう

（２）必要書類
ひつようしょるい

・診断書（申請時点で３か月以内に指定医療機関の医師が書いたもの）
しんだんしょ しんせいじて ん げついな い し ていいりょうき かん い し か

・健康保険証（国保、後期高齢者医療の保険証の方は、世帯全員分）
けんこうほけんしょう こく ほ こ うきこうれいしゃいりょう ほけんしょう かた せ たいぜんいんぶん

・世帯の所得・課税状 況を確認できる書類または同意書記入
せたい しょとく か ぜいじょうきょう かくにん しょるい どういしょきにゅう

・年金支払通知書など収 入の確認出来るもの（非課税世帯のみ、預金通帳不可）
ねんきんしはらいつうちしょ しゅうにゅう かくにん で き ひ か ぜ い せた い よ きんつうちょう ふ か

・マイナンバー関連書類（国保、後期高齢者医療の保険証の方は世帯全員分)
ま い な ん ば ー かんれんしょるい こ くほ こう きこうれいしゃいりょう ほけんしょう かた せた いぜんいんぶん

※再認定、変更手続きの際は、交付されている受給者 証をお持ち下さい。
さいにんてい へんこうてつ づ さい こ うふ じゅきゅうしゃしょう も くだ

【問合せ】保健福祉課保健係（電話５３－３１５５）
といあわ ほ け ん ふ く し かほけんがかり でんわ

２－１－３ 育成医療
いくせいいりょう

（１）対象者
たいしょうしゃ

障がいのある１８歳未満の方については、更生医療と同様の医療の給付が受けられます。
しょう さいみまん かた こうせいいりょう どうよう いりょう きゅうふ う

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ



- 8 -

２－２ 障がい福祉サービス
し ょ う が い ふ く し

障がい程度が一定以上の方が、住みなれた地域で安心して暮らせるよう、生活上また
しょう ていど いっていいじょう かた す ちい き あんしん く せいかつじょう

は療養 上の必要な介護や訓練サービスを受けられます。また、指定された難病の方も
りょうようじょう ひつよう か いご くんれん さ ー び す う して い なんびょう かた

対象となります。
たいしょう

（１）サービス内容
さ ー び す ないよう

[介護給付]
かいごきゅうふ

種 目
しゅ もく

内 容
ない よう

居宅介護
きょたくかいご

（ホームヘルプ）
ほ ー む へ る ぷ

居 宅で生 活している方に対し、ホームヘルパーが家庭を訪 問して
きょたく せいかつ かた たい ほ ー む へ る ぱ ー かてい ほうもん

入 浴、排せつ、食事の介護等や生活援助並びに、生活等に関する
にゅうよく はい しょくじ かいごとう せいかつえんじょなら せいかつとう かん

相談及び助言その他生活全般にわたる援助を 行 います。
そうだんおよ じょげん た せいかつぜんぱん えんじょ おこな

重度訪問介護
じゅうどほうもんかいご

居宅で生活している常時介護を要する重度の肢体不自由な方または
きょたく せいかつ じょうじかいご よう じゅうど したいふじゆう かた

重度の知的・精神 障 がいにより常に介護を必要とする方に対し、
じゅうど ちてき せいしんしょう つね かいご ひつよう かた たい

ホームヘルパーが家庭を訪問して 入 浴 、排せつ、食事の介護等や
ほ ー む へ る ぱ ー かてい ほうもん にゅうよく はい しょくじ かいごとう

生活援助並びに、生活等に関する相談及び助言その他生活全般にわ
せいかつえんじょなら せいかつとう かん そうだんおよ じょげん た せいかつぜんぱん

たる援助並びに外 出時の移動 中 の総合的な介護を 行 います。
えんじょなら がいしゅつ じ いどうちゅう そうごうてき かいご おこな

同行援護
どうこうえんご 居宅で生活している視覚 障 がいのある方で、移動が 著 しく困難な方

きょたく せいかつ しかくしょう かた いどう いちじる こんなん かた

に同行し、移動の援護や必要な支援を 行 います。
どうこう いどう えんご ひつよう しえん おこな

行動援護
こうどうえんご 居宅で生活している常時介護が必要な知的 障 がいの方が行動する際

きょたく せいかつ じょうじかいご ひつよう ちてきしょう かた こうどう さい

に、危険を回避するための援護、外 出時の介護等を 行 います。
きけん かいひ えんご がいしゅつ じ かいごとう おこな

重度 障 がい者等
じゅうどしょう しゃとう

包括支援
ほうかつしえん

介護の程度が 著 しく高い障がい者の方へ、居宅介護その他 障 がい
かいご ていど いちじる たか しょうがいしゃ ほう きょたくかいご た しょう

福祉サービスを包括的に提 供します。
ふくし さ ー び す ほうかつてき ていきょう

短期入 所
たんきにゅうしょ

（ショートステイ）
し ょ ー と す て い

居宅において介護を 行 う方の病気など、やむを得ない理由による一時的
きょたく かいご おこな かた びょうき え りゆう いちじてき

な入 所により、入 浴、排せつ、食事の介護等を 行 います。
にゅうしょ にゅうよく はい しょくじ かいごとう おこな

療 養介護
りょうようかいご 医療と常時の介護が必要な一定以上の 障 がい程度の方へ、療 養 上

いりょう じょうじ かいご ひつよう いっていいじょう しょう ていど かた りょうようじょう

の管理や医学的管理における介護などを 行 います。
かんり いがくてきかんり かいご おこな

生活介護
せいかつかいご

施設において常時介護を要する一定以上の 障 がい程度の方へ、主とし
しせつ じょうじかいご よう いっていいじょう しょう ていど かた しゅ

て昼間の入 浴、排せつ、食事等の介護や生活援助並びに、生活等に
ひるま にゅうよく はい しょくじとう かいご せいかつえんじょなら せいかつとう

関する相談及び助言その他支援、創作的活動等の機会の提 供などを
かん そうだんおよ じょげん た しえん そうさくてきかつどうとう きかい ていきょう

行 います。
おこな
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[訓練等給付]
くんれんとうきゅうふ

施設入 所支援
しせつにゅうしょしえん

施設に入 所の方へ、主として夜間における入 浴、排せつ、食事の介護
しせつ にゅうしょ かた しゅ やかん にゅうよく はい しょくじ かいご

等や生活援助並びに、生活等に関する相談及び助言その他支援を 行
とう せいかつえんじょなら せいかつとう かん そうだんおよ じょげん た しえん おこな

います。

種 目
しゅ もく

内 容
ない よう

自立訓練
じりつくんれん

（機能訓練）
きのうくんれん

身 体 障 がいを有する方へ、理学 療 法 ・作 業 療 法 等 必 要な
しんたいしょう ゆう かた りがく りょうほう さぎょう りょうほうとうひつよう

リハビリテーション、生活等に関する相談及び助言その他支援を 行 い
り は び り て ー し ょ ん せいかつとう かん そうだんおよ じょげん た しえん おこな

ます。

自立訓練
じりつくんれん

（生活訓練）
せいかつくんれん

知的 障 がいまたは精神 障 がいを有する方へ、入 浴、排せつ、食事等
ちてきしょう せいしんしょう ゆう かた にゅうよく はい しょくじとう

に関する自立した日 常 生活を 営 むための訓練並びに、生活等に関す
かん じりつ にちじょうせいかつ いとな くんれんなら せいかつとう かん

る相談及び助言その他支援を 行 います。
そうだんおよ じょげん た しえん おこな

自立訓練
じりつくんれん

（宿 泊 型）
しゅくはくがた

知的 障 がいまたは精神 障 がいを有する方へ、施設の居室その他設備を
ちてきしょう せいしんしょう ゆう かた しせつ きょしつ た せつび

利用して、家事等の日 常 生活 能 力を向 上させるための支援、生活等
りよう か じ とう にちじょうせいかつのうりょく こうじょう しえん せいかつとう

に関する相談及び助言その他支援を 行 います。
かん そうだんおよ じょげん た しえん おこな

就 労移行支援
しゅうろういこうしえん

一般企業へ就 労を希望する６５歳未満の方へ、生産活動・職場体験
いっぱんきぎょう しゅうろう きぼう さいみまん かた せいさんかつどう しょくばたいけん

等の機会の 提 供 、 就 労 に必 要な知識や 能 力 向 上 の訓 練、
とう きかい ていきょう しゅうろう ひつよう ちしき のうりょくこうじょう くんれん

求 職 活動支援、適性に応じた職場開拓、就 職 後における相談等
きゅうしょくかつどうしえん てきせい おう しょくばかいたく しゅうしょく ご そうだんとう

の支援を 行 います。
しえん おこな

就 労 継続支援Ａ型
しゅうろうけいぞくしえんえーがた

通 常 の事業所に雇用されることが困難であるが適切な支援により
つうじょう じぎょうしょ こよう こんなん てきせつ しえん

就 労する方へ、生産活動その他の活動の機会の提 供 及び、その他
しゅうろう かた せいさんかつどう た かつどう きかい ていきょうおよ た

就 労に必要な知識及び能 力の向 上のために必要な訓練等の支援
しゅうろう ひつよう ちしきおよ のうりょく こうじょう ひつよう くんれんとう しえん

を 行 います。
おこな

就 労 継続支援Ｂ型
しゅうろうけいぞくしえんびーがた

通 常の事業所に雇用されることが困難ながら通 常の事業所に雇用
つうじょう じぎょうしょ こよう こんなん つうじょう じぎょうしょ こよう

されていた方で、その年齢、心身の状 態 等の事情により引続いての
かた ねんれい しんしん じょうたいとう じじょう ひきつづ

雇用が困難となったまたは就 労移行支援においても雇用に至らなかった
こよう こんなん しゅうろういこうしえん こよう いたら

方へ、生産活動等の機会の提 供 及び、就 労に必要な知識や能 力
かた せいさんかつどうとう きかい ていきょうおよ しゅうろう ひつよう ちしき のうりょく

向 上のための訓練等の支援を 行 います。
こうじょう くんれんとう しえん おこな

共 同 生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）
ぐ る ー ぷ ほ ー む

地域で共 同 生活を 営 むのに支障がない方へ、主として夜間において、
ちいき きょうどうせいかつ いとな ししょう かた しゅ やかん

相談及び助言その他の日 常 生活 上 の援助を 行 います。
そうだんおよ じょげん た にちじょうせいかつじょう えんじょ おこな

就 労 定 着支援
しゅうろうていちゃくしえん 一般就労へ移行した方へ、就労に伴う生活面の課題に対応するための

いっぱんしゅうろう い こ う かた しゅうろう ともな せいかつめん か だ い たいおう

支援を 行 います。
しえん おこな

自立生活援助
じりつせいかつえんじょ

１人暮らしを希望する方などに対して、定期的な居宅訪問や随時の対応
ひとり ぐ きぼう かた たい ていきてき きょたくほうもん ずいじ たいおう

等により、日 常 生活における課題を把握し、必要な情 報の提 供や
とう にちじょうせいかつ かだい はあく ひつよう じょうほう ていきょう

助言、関係機関との連絡 調 整 等を 行 います。
じょげん かんけいきかん れんらくちょうせいとう おこな
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（２）サービスを利用するまでの流れ
さ ー び す りよう なが

①相談 保健福祉課地域福祉係に相談してください。
そうだん ほ けん ふ く し か ちい きふくしがかり そうだん

②申請 窓口に申請書を提出します。
しんせい まどぐち しんせいしょ ていしゅつ

③調査 「介護給付」を利用希望する場合については、障がい支援区分の認定が必要
ちょうさ か い ごきゅうふ りよ う き ぼう ば あい しょう しえん くぶん にんてい ひつよう

となりますので、調査員により認定調査を行います。「訓練給付」のみの
ちょうさいん にんていちょうさ おこな くんれんきゅうふ

利用希望の場合は⑤のサービス等利用計画案の作成へ進みます。
りようきぼう ばあい さ ー び す とうりようけいかくあん さくせい すす

④審査・判定
しんさ はんてい

認定審査会が開かれ、どのくらいのサービスが必要なのかを示す「障害支援区分」が決
にんていしんさかい ひら さ ー び す ひつよう しめ しょうがいし えん くぶ ん き

められます。「訓練等給付」と「障がい児通所支援」については、区分の判定が必要な
くんれんとうきゅうふ しょう じ つうしょし え ん く ぶん はんてい ひつよう

いため利用の必要性を勘案するための聞き取り調査を行います。
りよう ひつようせい かんあん き と ちょうさ おこな

（審査には１か月ほど要します。）
しんさ かげつ よう

⑤サービス等利用計画案の作成
さ ー び すとうりようけいかくあん さくせい

計画相談支援事業者に依頼します。相談支援専門員が、希望や 状 況 に合わせた
けいかくそうだんし え んじぎょうしゃ い ら い そうだんし え んせんもんいん き ぼ う じょうきょう あ

サービス等利用計画案を無料で作成します。
さ ー び すとうりようけいかくあん むりょう さくせい

⑥支給決定
しきゅうけってい

「障害支援区分」や「サービス等利用計画案」をもとに、利用できるサービスの支給が
しょうがいしえ ん くぶ ん さ ー び すとうりようけいかくあん りよ う さ ー び す しきゅう

決定すると、受給者 証が交付されます。
けってい じゅきゅうしゃしょう こ うふ

⑦サービス等利用計画の作成
さ ー び すとうりようけいかく さくせい

計画相談支援事業所の相談支援専門員が、利用する事業所などと連絡調整を行い、
けいかくそうだんしえ んじぎょうしょ そうだんし え んせんもんいん り よう じぎょうしょ れんらくちょうせい おこな

サービス等利用計画を作成します。
さ ー び すとうりようけいかく さくせい
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⑧事業者との利用契約
じぎょうしゃ りよ うけいやく

利用を希望する事業所と利用契約をすることとなります。
りよう きぼう じぎょうしょ りよ うけいやく

⑨サービスの利用開始
さ ー び す りよう かいし

利用計画に沿ったサービスを利用します。
りようけいかく そ さ ー び す り よう

（３）費用
ひよう

障害福祉サービスを利用した場合、利用者は、原則として、サービス利用に係る総費用
しょうがいふ くしさ ー び す り よう ばあい り よ うしゃ げんそく さ ー び すり よ う かか そうひよう

の１割の金額を負担することになります。ただし、その金額が前年における世帯の
わり きんがく ふ た ん きんがく ぜんねん せ た い

市町村民税の課税状 況に応じた負担上限月額を上回る場合は、負担上限月額の金額を
しちょうそんみんぜい か ぜいじょうきょう おう ふた んじょうげんげつがく うわまわ ば あ い ふ たんじょうげんげつがく きんがく

負担することになります。
ふたん

このほか、食費・光熱水費等の実費は、原則として利用者が負担することになります。
しょくひ こうねつすいひとう じっぴ げんそく りようしゃ ふた ん

[１８歳以上の在宅で生活する方の場合]
さいいじょう ざいたく せいかつ かた ば あ い

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり で ん わ

市町村民税の課税 状 況 等
しちょうそんみんぜい かぜいじょうきょうとう

負担上 限 月額
ふたんじょうげんげつがく

生活保護世帯
せいかつ ほ ご せたい

０円
えん

非課税世帯
ひかぜいせたい

０円
えん

課税世帯
かぜいせたい

所 得 割１６万 円未満 ※施設 入 所
しょとくわり まんえん みまん しせつにゅうしょ

支援・共 同 生活援助の利用者は該当にな
しえん きょうどうせいかつえんじょ りようしゃ がいとう

りません

９，３００円
えん

上記以外
じょうきいがい

３７，２００円
えん
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２－３ 身体障がい者（児）補装具費等について
し ん たい し ょ う が い し ゃ じ ほ そ う ぐ ひ と う

２－３－１ 身体障がい者（児）補装具費の交付等
しんたいしょう しゃ じ ほ そ う ぐ ひ こ う ふとう

身体機能を補完、代替し、長期間にわたり継続して使用される補装具
しんたいきのう ほかん だいたい ちょうきかん けいぞく しよう ほ そ う ぐ

（車いす、補聴器等）の購入・修理・借受けに必要な費用を支給します。
くるま ほちょうきとう こうにゅう しゅうり かり う ひつよう ひ よう しきゅう

（１）補装具の種目等一覧（一例）
ほ そ う ぐ しゅもくとういちらん いちれい

（２）補装具費の支給を受けるには
ほ そ う ぐ ひ しきゅう う

①補装具費の支給を受けるには、補装具の種目に対応した身体障害者手帳の所持者ある
ほ そ う ぐ ひ しきゅう う ほ そ う ぐ しゅもく たいおう しんたいしょうがいしゃてちょう しょじしゃ

いは難病患者等であって、判定等により補装具が必要であると認められる必要があり
なんびょうかんしゃとう はんていとう ほ そ う ぐ ひつよう みと ひつよう

ます。（身体障 害者手帳の申請中でも、補装具費の支給申請は可能です。）
しんたいしょうがいしゃてちょう しんせいちゅう ほ そ う ぐ ひ しきゅうしんせい か のう

②介護保険制度や労災等の、他の制度により給付が可能な場合は、この制度の対象になら
かいご ほけん せいど ろうさいとう ほか せ いど きゅうふ か のう ば あ い せ いど たいしょう

ない場合があります。
ば あ い

障 がいの種類
しょう しゅるい

対 象 種目
たいしょうしゅもく

肢体不自由
したい ふ じ ゆ う

義肢（義手、義足）、装具、座位保持装置、 車 いす、電動 車 い
ぎ し ぎしゅ ぎそく そうぐ ざ い ほ じ そうち くるま でんどうくるま

す、歩行器、歩行補助つえ（カナディアン・クラッチ、
ほこうき ほこうほじょ か な で ぃ あ ん く ら っ ち

ロフストランド・クラッチ、多点杖、松葉杖）
ろ ふ す と ら ん ど く ら っ ち たてんづえ まつばづえ

※１８歳未満の 障 がい児のみ
さいみまん しょう じ

座位保持椅子、起立保持具、頭部保持具、排便補助具
ざ い ほ じ い す きりつ ほ じ ぐ とうぶ ほ じ ぐ はいべんほじょぐ

重度の肢体不自由かつ
じゅうど したい ふ じ ゆ う

音声・言語 障 がい
おんせい げんごしょう

意思伝達装置
い し でんたつそうち

視覚 障 がい
しかくしょう

盲人安全つえ、義眼、
もうじんあんぜん ぎがん

眼鏡（矯 正眼鏡、遮光眼鏡、コンタクトレンズ、弱視眼鏡）
めがね きょうせいめがね しゃこうめがね こ ん た く と れ ん ず じゃくしめがね

聴 覚 障 がい
ちょうかくしょう

補聴器 高度難 聴 用（ポケット型、耳かけ型）、重度 難 聴 用
ほちょうき こうどなんちょうよう ぽ け っ と がた みみ かた じゅうどなんちょうよう

（ポケット型、耳かけ型）、耳あな型（レディメイド、オ
ぽ け っ と がた みみ かた みみ かた れ で い め い ど お

ーダーメイド）、骨導式（ポケット型、眼鏡型）
だ ー め い ど こつどうしき ぽ け っ と がた めがねがた

難 病 患者等
なんびょうかんじゃとう

車 いす、電 動 車いす、歩行器、意思伝達装置、靴型装具（整
くるま でんどうくるま ほこうき い し でんたつそうち くつがたそうぐ せい

形靴）及び身体 状 況 に応じて個々に必要と判断される補装
けいぐつ およ しんたいじょうきょう おう こ こ ひつよう はんだん ほ そう

具
ぐ
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③治療のために一時的に使われる治療用装具は、健康保険による給付が受けられるため、
ちりょう いちじてき つか ちりょうようそう ぐ けんこうほ け ん きゅうふ う

補装具費の支給対象にはなりません。
ほ そ う ぐ ひ しきゅうたいしょう

④利用者は、費用の１割を負担しますが、市町村民税の課税状 況等に応じて、負担額が
り よ うしゃ ひよう わり ふたん しちょうそんみんぜい かぜ いじょうきょうとう おう ふたんがく

決められます。
き

（３）申請等に必要なもの
しんせいとう ひつよう

①補装具費支給申請書
ほ そ う ぐ ひ しきゅうしんせいしょ

②医師の意見書
い し いけんしょ

③補装具作成業者からの見積書
ほ そ う ぐさくせいぎょうしゃ みつもりしょ

④市町村民税の課税状 況がわかる書類（同意書に代えることができます。）
しちょうそんみんぜい か ぜいじょうきょう しょるい どういしょ か

⑤身体障害者手帳または難病患者等の確認ができるもの（特定疾患医療受給者 証等）
しんたいしょうがいしゃてちょう なんびょうかんじゃとう かくにん とくていしっかんいりょうじゅきゅうしゃしょうとう

⑥印鑑
いんかん

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

２－３－２ 日常生活用具給付事業（地域生活支援事業）
にちじょうせいかつよ う ぐきゅうふじぎょう ち い きせいかつし え んじぎょう

心身に障がいのある方に対し、日常生活の利便を図るために日常生活用具を給付し
しんしん しょう たい にちじょうせいかつ りべん はか にちじょうせいかつようぐ きゅうふ

ます。

また、介護保険の受給該当となっている方は、介護保険法から貸与や購入費の支給が
か いご ほ けん じゅきゅうがいとう かた かい ごほけんほう た いよ こうにゅうひ しきゅう

行われるために特殊寝台など給付されない種類があります。
おこな とくしゅしんだい きゅうふ しゅるい
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（１）日常生活用具の支給対象種目一覧（一例）
にちじょうせいかつよう ぐ しきゅうたいしょうしゅもくいちらん いちれい

（２）日常生活用具の支給を受けるには
にちじょうせいかつよう ぐ しきゅう う

①障がい支援区分や障がいの程度により対象となる品目が変わりますので、あらかじ
しょう しえん く ぶん しょう てい ど たいしょう ひんもく か

めご相談ください。
そうだん

②一部、介護保険が優先となるものがあります。
いちぶ かいごほけん ゆうせん

③利用者は、費用の１割を負担しますが、市町村民税の課税状 況等に応じて、負担額が
り よ うしゃ ひよう わり ふたん しちょうそんみんぜい かぜ いじょうきょうとう おう ふたんがく

決められます。
き

④種目によっては、申請にあたり主治医の意見書が必要になる場合があります。
しゅもく しんせい し ゅ じ い いけんしょ ひつよう ば あ い

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

種別
しゅべつ

対 象 種目
たいしょうしゅもく

介護・訓練支援用具
かいご くんれんしえんようぐ 特殊寝台、特殊マット、特殊尿器、入 浴担架、体位変換器、移動用

とくしゅしんだい とくしゅ ま っ と とくしゅにょうき にゅうよくたんか たいいへんかんき いどうよう

リフト、訓練椅子、訓練用ベッド
り ふ と くんれん い す くんれんよう べ っ と

自立生活支援用具
じりつせいかつしえんようぐ

入 浴補助用具、便器、つえ、手すり（工事を伴わないもの）、頭部保護
にゅうよくほじょようぐ べんき て こうじ とも とうぶ ほ ご

帽、特殊便器、火災報知機、自動消火器、電磁調理器、歩行時間延 長
ぼう とくしゅべんき かさいほうち き じどうしょうかき でんじちょうりき ほこうじかんえんちょう

信号機用小型信機、聴 覚 障 害 者 用屋内信号装置
しんごう き ようこがたしんき ちょうかくしょうがいしゃようおくないしんごうそうち

在宅 療 養支援用具
ざいたくりょうようしえんようぐ 透析液加温器、吸 入 器、電気式たん吸引器、酸素ボンベ運搬車、盲

とうせきえきかおん き きゅうにゅうき でんきしき きゅういんき さんそ ぼ ん べ うんぱんしゃ もう

人用体温計、盲人用 体 重 計、パルスオキシメーター
じんようたいおんけい もうじんようたいじゅうけい ぱ る す お き し め ー た ー

情 報 ・意思疎通支援
じょうほう い し そつうしえん

用具
ようぐ

携帯用会話補助装置、情 報・通信支援用具、点字ディスプレイ、点字
けいたいようかいわほじょそうち じょうほう つうしんしえんようぐ てんじ で い す ぷ れ い てんじ

器、点字タイプライター、盲人用時計、視覚障 害 者 用活字文書
き てんじ た い ぷ ら い た ー もうじんようとけい しかくしょうがいしゃようかつじぶんしょ

読上装置、視覚障 害 者 用拡大読書器、聴 覚 障 害 者 用通信装置
よみあげそう ち しかくしょうがいしゃようかくだいどくしょ き ちょうかくしょうがいしゃようつうしんそうち

（ F A X ）、人工喉頭 など
ふぁっくす じんこうこうとう

排泄管理支援用具
はいせつかんりしえんようぐ

ストマ用品、洗 腸用具、紙おむつ、収 尿 器、など
す と ま ようひん せんちょうようぐ かみ しゅうにょうき

住 宅 改 修
じゅうたくかいしゅう

手すりの取り付け、段差の解 消 など
て と つ だんさ かいしょう
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２－４ 子どもを対象にしたサービス
こ たいしょう

２－４－１ 障がい児通所支援サービス
しょう じ つうしょし え んさ ー び す

（１）障がい児通所支援サービス内容
しょう じ つうしょし えんさ ー び すないよう

（２）サービスを利用するまでの流れ
さ ー び す りよう なが

①相談 保健福祉課地域福祉係に相談してください。
そうだん ほ けん ふ く し か ちい きふくしがかり そうだん

②申請 窓口に申請書を提出します。
しんせい まどぐち しんせいしょ ていしゅつ

③調査 現在のお子さんがおかれている環境などを調査します。
ちょうさ げんざい こ かんきょう ちょうさ

④障害児支援利用計画案の作成
しょうがいじし えん りよ うけいかくあん さくせい

計画相談支援事業者に依頼します。相談支援専門員が、希望や 状 況 に合わせた
けいかくそうだんし え んじぎょうしゃ い ら い そうだんし え んせんもんいん き ぼ う じょうきょう あ

サービス等利用計画案を無料で作成します。
さ ー び すとうり よ うけいかくあん むりょう さくせい

⑤支給決定
しきゅうけってい

調査内容や「障害児支援利用計画案」をもとに、サービスの支給が決定すると、受給者
ちょうさないよう しょうがいじしえ ん りよ うけいかくあん さ ー び す しきゅう けってい じゅきゅうしゃ

証が交付されます。
しょう こうふ

種 目
しゅ もく

内 容
ない よう

児童発達支援
じどうはったつしえん

就 学 前の 障 がい児に対して、日 常 生活における基本的な動作
しゅうがくまえ しょう じ たい にちじょうせいかつ きほんてき どうさ

の指導や、知識、技能の付与及び集 団 生活の適応訓練を 行 いま
しどう ちしき ぎのう ふ よ およ しゅうだんせいかつ てきおうくんれん おこな

す。

放課後等デイサービス
ほうか ごとうで い さ ー び す

就 学 中 の 障 がい児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇
しゅうがくちゅう しょう じ たい ほうか ご なつやす とう ちょうききゅうか

中 において、生活 能 力 向 上のための訓練を継続的に提 供
ちゅう せいかつのうりょくこうじょう くんれん けいぞくてき ていきょう

します。
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⑥障害児支援利用計画の作成
しょうがいじし えん りよ うけいかく さくせい

計画相談支援事業所の相談支援専門員が、利用する事業所などと連絡調整を行い、
けいかくそうだんしえ んじぎょうしょ そうだんし え んせんもんいん り よ う じぎょうしょ れんらくちょうせい おこな

サービス等利用計画を作成します。
さ ー び すとうり よ うけいかく さくせい

⑦事業者との利用契約
じぎょうしゃ りよ うけいやく

利用を希望する事業所と利用契約をすることとなります。
り よ う きぼう じぎょうしょ り よ うけいやく

⑧サービスの利用開始
さ ー び す り よ うかいし

利用計画に沿ったサービスを利用します。
り よ うけいかく そ さ ー び す り よ う

（３）費用
ひよう

障害児入所施設等を利用した場合、利用者は、原則として前年における世帯の市町村
しょうがいじにゅうしょし せつとう り よ う ば あ い り よ うしゃ げんそく ぜんねん せた い しちょうそん

民税の課税状 況等に応じた負担上限月額を負担することになります。
みんぜい かぜいじょうきょうとう おう ふ たんじょうげんげつがく ふ た ん

[１８歳未満の在宅で生活する方の場合]
さいみまん ざいたく せいかつ かた ば あ い

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
と い あ わ ほけんふくしかちいきふくしがかり で ん わ

市町村民税の課税 状 況 等
しちょうそんみんぜい かぜいじょうきょうとう

負担上 限 月額
ふたんじょうげんげつがく

生活保護世帯
せいかつ ほ ご せたい

０円
えん

非課税世帯
ひかぜいせたい

０円
えん

課税世帯
かぜいせたい

所得割２８万円未満
しょとくわり まんえんみまん

４，６００円
えん

上記以外
じょうきいがい

３７，２００円
えん
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２－４－２ 軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業
けいど ちゅうとう ど なんちょうじほちょうきこうにゅうひとうじょせいじぎょう

（１）事業内容
じぎょうないよう

身体障がい者手帳の対象にならない１８歳未満の軽度・中等度難聴児の補聴器等
しんたいしょう しゃてちょう たいしょう さいみ ま ん けい ど ちゅうとう ど なんちょうじ ほちょうきとう

の購入費・修理費に対し、一部助成します。
こうにゅうひ しゅうりひ たい いち ぶじょせい

（２）助成対象児
じょせいたいしょう じ

次に掲げる①～⑥までの要件を全て満たす１８歳未満の難聴児とします。
つぎ かか ようけん すべ み さいみ まん なんちょうじ

①交付申請日において町内に住所を有していること
こうふしんせい び ちょうない じゅうしょ ゆう

②両耳の聴 力レベルが３０デシベル以上で、かつ、聴覚障害に係る身体障がい者手
りょうみみ ちょうりょく れ べ る で し べ る いじょう ちょうかくしょうがい かか しんたいしょう しゃ て

帳の交付対象とならないこと。
ちょう こう ふ たいしょう

③中耳炎等の急性疾患による一時的な聴 力低下ではなく、耳鼻咽喉科的治療により聴
ちゅうじえんとう きゅうせいしっかん いちじてき ちょうりょくて いか じ び いんこうかてきちりょう ちょう

力が回復する見込みがないと医師により判断されていること。
りょく かいふく み こ い し はんだん

④補聴器の装用により、言語の取得等一定の効果が期待できると医師により判断されてい
ほちょうき そうよう げ んご しゅとくとういってい こ う か き たい い し はんだん

ること。

⑤労働者災害補償保険法その他の法令に基づく補聴器の給付等を受けていないこと。
ろうどうしゃさいがいほしょうほけんほう た ほうれい もと ほちょうき きゅうふとう う

⑥対象児と同一世帯に属する世帯の世帯員のいずれかの者について、この事業の申請の
たいしょう じ どういつせたい ぞく せたい せたいいん もの じぎょう しんせい

あった月の属する年度（その月が４月から６月までの間のときは、その前年度）分の市
つき ぞく ねんど つき がつ がつ あいだ ぜんねんど ふん し

町村民税の所得割の額が４６万円以上でないこと。
ちょうそんみんぜい しょとくわり がく まんえんいじょう

（３）助成対象
じょせいたいしょう

耳かけ型、ポケット型、耳あな型、骨導式眼鏡型の購入費用または修理費用
みみ かた ぽ け っ と がた みみ かた こつどうしきめがねがた こうにゅうひよ う しゅうりひよ う

※医師の意見書の費用等は対象としない
い し いけんしょ ひようとう たいしょう
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（４）助成額
じょせいがく

補聴器の購入費又は修理費の額と算定基準額を比較し、いずれか低い額の３分の２を助
ほちょうき こうにゅうひまた しゅうりひ がく さんていきじゅんがく ひ か く ひく がく ふん じょ

成額とします。ただし、生活保護費受給世帯または市町村民税非課税世帯の場合は補聴器
せいがく せいかつ ほ ご ひ じゅきゅうせ たい しちょうそんみんぜいひ か ぜ い せ たい ば あ い ほちょうき

の購入費又は修理費の額と算定基準額を比較し、いずれか低い額の全額を助成します。
こうにゅうひまた しゅうりひ がく さんていきじゅんがく ひか く ひく がく ぜんがく じょせい

（５）申請等に必要なもの
しんせいとう ひつよう

①軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成申請書
けいど ちゅうとう ど なんちょうじほちょうきこうにゅうひとうじょせいしんせいしょ

②医師の意見書
い し いけんしょ

③補聴器作成業者からの見積書
ほちょうきさくせいぎょうしゃ みつもりしょ

④町民税の課税状 況がわかる書類（同意書に代えることができます。）
ちょうみんぜい か ぜいじょうきょう しょるい どういしょ か

⑤印鑑
いんかん

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ
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２－５ 地域生活支援事業
ち い き せいかつ し え ん じ ぎ ょ う

障がい者のある方が自立した日常生活または社会生活を営むために必要となる、次の
しょう しゃ かた じりつ にちじょうせいかつ しゃかいせいかつ いとな ひつよう つぎ

事業を行っています。なお、事業の対象は、本町に居住地を有する障がいのある方とな
じぎょう おこな じぎょう たいしょう ほんちょう きょじゅうち ゆう しょう かた

りますが、各事業で要件があります。
かくじぎょう ようけん

２－５－１ 移動支援事業
い ど う し え んじぎょう

（１）内 容：屋外での移動が困難な障がい者の方などについて、外出のための支援を行い
ない よう おくがい い どう こんなん しょう しゃ かた がいしゅつ しえ ん おこな

地域における自立生活及び社会参加を促進します。外出での移動が困難な方に、
ちいき じりつせいかつおよ しゃかいさん か そくしん がいしゅつ い ど う こんなん かた

外出先にヘルパーが付き添い支援します。
がいしゅつさき へ る ぱ ー つ そ しえ ん

※原則、通学や通勤では、利用できません。また、通年に渡るもの、長期的なも
げんそく つうがく つうきん り よ う つうねん わた ちょうきてき

のも利用できません。利用としては、買物や余暇活動、冠婚葬祭などで利用す
り よ う り よ う かいもの よ か かつどう かんこんそうさい り よ う

る方が多いです。
かた おお

（２）利用料：利用者負担額＝①－②
りようりょう りようしゃふたんがく

①事業に要する費用 別に定める。
じぎょう よう ひ よう べつ さだ

②町給付額 別に定める。
ちょうきゅうふがく べつ さだ
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２－５－２ 日中一時支援事業
にっちゅうい ち じ し え んじぎょう

（１）内 容：日中における活動の場を確保し、家族等の就労支援及び日常的に介護してい
ない よう にっちゅう かつどう ば か く ほ か ぞくとう しゅうろうしえ んおよ にちじょうてき かい ご

る家族等の一時的な負担軽減を図ります。
かぞくとう いちじてき ふたんけいげん はか

（２）利用料：利用者負担額＝①－②
り よ うりょう り よ うしゃふたんがく

①事業に要する費用
じぎょう よう ひよ う

※備考：入浴は、１日４００円、送迎は、片道１，８６０円加算する。
びこう にゅうよく にち えん そうげい かたみち えんかさん

②町給付額 別に定める。
ちょうきゅうふがく べつ さだ

２－５－３ 意思疎通支援事業
い し そ つ う し え んじぎょう

（１）内 容：聴覚、言語機能、音声機能等の障がいのため、意思の疎通を図ることに支障
ない よう ちょうかく げ んご き のう おんせいきの うとう しょう い し そつう はか ししょう

がある方に対し、手話通訳者の派遣等の方法により意思疎通の円滑化を図ります。
かた たい しゅわつうやくしゃ は け んとう ほうほう い し そ つう えんかつか はか

（２）利用料：無料
り よ うりょう むりょう

２－５－４ 相談支援事業
そうだんし え んじぎょう

障がい者等の福祉に関する各般の問題につき、障がい者等からの相談に応じ、必要な
しょう しゃとう ふくし かん かくはん もんだい しょう しゃとう そうだん おう ひつよう

情報の提供及び助言その他の障 害福祉サービスの利用支援等、必要な支援を行うとと
じょうほう ていきょうおよ じょげん た しょうがいふ くしさ ー び す り よ うしえんとう ひつよう しえ ん おこな

もに、虐待の防止及びその早期発見のための関係機関との連絡調整その他の障がい者
ぎゃくたい ぼうしおよ そう きはっけん かんけいきか ん れんらくちょうせい た しょう しゃ

等の権利擁護のために必要な援助（相談支援事業）を行っています。（８－１相談窓口一覧
とう けんり ようご ひつよう えんじょ そうだんし え んじぎょう おこな そうだんまどぐちいちらん

をご覧ください）
らん

４時間までの単価
じかん たんか

４時間～８時間までの単価
じかん じかん たんか

８時間を超える単価
じかん こ たんか

２，３００円
えん

４，６１０円
えん

６，９１０円
えん
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２－５－５ 地域活動支援センター事業
ちいきかつどうし え ん せ ん た ー じぎょう

（１）内 容：地域活動支援センター「むぅ～ん」は、障がいのある方や障がい
ない よう ちいきかつどうし えん せ ん た ー しょう かた しょう

のない方（介護保険法等の適用を受けていない４０歳以上の方）に
かた かいごほけんほうとう てきよう う さいいじょう かた

対して、月形町社会福祉協議会とボランティアスタッフの支援に
たい つきがたちょうしゃかいふ くしきょうぎかい ぼ ら ん て い あ す た っ ふ しえん

より、日 中の活動の場として木工や編み物などの創作活動やカラオケ、
にっちゅう かつどう ば もっこう あ もの そうさくかつどう か ら お け

ボウリング等のレクリエーション活動を行っています。
ぼ う り ん ぐ とう れ く り え ー し よ ん かつどう おこな

[主な事業内容]
おも じぎょうないよう

絵画や工芸等を行う創作的活動事業の実施、地域住民との交流を図る地域活
かいが こうげいとう おこな そうさくてきかつどうじぎょう じっし ちいきじゅうみん こうりゅう はか ちいきかつ

動等事業の実施、就労支援、機能訓練等の実施、送迎、入浴、昼 食サービス
どうとうじぎょう じっ し しゅうろうしえ ん きの うくんれんとう じ っし そうげい にゅうよく ちゅうしょくさ ー び す

の実施
じっし

（２）利用料：無料（ただし、食費や創作活動に係る材料費等は自己負担となります。）
り よ うりょう むりょう しょくひ そうさくかつどう かか ざいりょうひとう じ こ ふた ん

２－５－６ 身体障害者自動車運転免許取得費補助事業
しんたいしょうがいしゃじどうしゃうんてんめんきょしゅとくひ ほ じ ょじぎょう

（１）補助対象者：身体障害者手帳の障害程度が４級以上の方
ほじょたいしょうしゃ しんたいしょうがいしゃてちょう しょうがいて いど きゅういじょう かた

（２）補助基準額：１人当たり１０５,０００円以内
ほじょきじゅんがく ひ とり あ えんいな い

２－５－７ 身体障害者自動車改造費補助事業
しんたいしょうがいしゃじどうしゃかいぞうひ ほ じ ょじぎょう

（１）補助対象者：身体障害者手帳の障 害程度が３級以上の肢体不自由者で、普通自動車
ほじょたいしょうしゃ しんたいしょうがいしゃてちょう しょうがいて いど きゅういじょう し たい ふ じ ゆ うしゃ ふつうじどうしゃ

を所有し、使用する方（所得制限あり）
しょゆう し よう かた しょとくせいげん

（２）補助基準額：１人当たり１００，０００円以内
ほじょきじゅんがく ひ とりあた えんい ない
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２－５－８ 成年後見制度利用支援事業
せいねんこうけんせ い ど り よ う し え んじぎょう

（１）支援の種類
しえん しゅるい

①成年後見審判の申立てに関する支援
せいねんこうけんしんぱん もうした かん しえ ん

②申立てに係る収 入印紙、登記印紙代、郵便切手代、診断料及び鑑定料等に関する支
もうした かか しゅうにゅうい んし と うきいんしだい ゆうびんきってだい しんだんりょうおよ かんていりょうとう かん し

援
えん

③成年後見人、補佐人または補助人の業務に対する報酬等に関する支援
せいねんこうけんにん ほ さ に ん ほじょにん ぎょうむ たい ほうしゅうとう かん し えん

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ
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３．その他の制度
た せ い ど

３－１ 重度心身障がい者医療費給付事業
じ ゅ う ど し ん し ん し ょ う が い し ゃ い り ょ う ひ き ゅ う ふ じ ぎ ょ う

重度の障がいのある方の医療費を助成します。
じゅうど しょう かた いりょうひ じょせい

（１）対象者
たいしょうしゃ

①身体障害者手帳１級・２級と、３級の内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこ
しんたいしょうがいしゃてちょう きゅう きゅう きゅう ないぶしょうがい しんぞう ぞう こきゅうき

う、直 腸、小 腸、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫または肝臓の機能障がいに限
ちょくちょう しょうちょう ひ と めんえきふ ぜん う い る す めんえき かんぞう きのうしょう かぎ

る）の交付を受けている方
こうふ う かた

②児童相談所から重度の知的障がいと判定された方、または療育手帳（Ａ判定）の交付
じどうそうだんしょ じゅうど ち てきしょう はんてい かた りょういくてちょう えーはんてい こ うふ

を受けている方
う かた

③精神保健福祉センターまたは精神科の医師より、重度の知的障がいと判定された方
せいしんほ けん ふく し せ ん た ー せいしんか い し じゅうど ち てきしょう はんてい かた

④精神保健福祉手帳１級の交付を受けている方
せいしんほ けん ふく してちょう きゅう こ うふ う かた

※家計の中心者が心身の障がいにより長期にわたり労働能力を失っている場合、障
かけい ちゅうしんしゃ しんしん しょう ちょうき ろうどうのうりょく うしな ば あ い しょう

がいの内容により、配偶者と子がひとり親家庭等医療費給付事業の助成対象となる
ないよう はいぐうしゃ こ おやかていとういりょうひきゅうふじぎょう じょせいたいしょう

場合があります。
ば あ い

※本人または扶養義務者等の所得状 況により支給されない場合があります。
ほんにん ふ よう ぎ む し ゃとう しょとくじょうきょう しきゅう ば あ い

【問合せ】住民課戸籍保険係（電話：５３－２３２３）
といあわ じゅうみんかこせきほけんがかり で ん わ
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３－２ 後期高齢者医療制度
こ う き こ う れ い し ゃ い り ょ う せ い ど

６５歳以上７５歳未満の方で一定の障がいがある方は、認定を受けることにより後期
さいいじょう さいみ まん かた いってい しょう かた にんてい う こ うき

高齢者医療の適用を受けることができます。
こうれいしゃいりょう てきよう う

（１）対象者
たいしょうしゃ

①身体障害者手帳の１～３級（音声・言語・下肢障害については４級も該当）を
しんたいしょうがいしゃてちょう きゅう おんせい げ んご か し しょうがい きゅう がいとう

お持ちの方
も かた

②療育手帳（Ａ判定）をお持ちの方
りょういくてちょう えーはんてい も かた

③精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
せいしんしょうがいしゃほけ ん ふく してちょう きゅう も かた

④障害基礎年金１･２級を受給している方
しょうがい き そ ねんきん きゅう じゅきゅう かた

【問合せ】住民課戸籍保険係（電話：５３－２３２３）
といあわ じゅうみんかこせきほけんがかり でんわ

３－３ 心身障がい者扶養共済制度
し ん し ん し ょ う が い し ゃ ふ よ う きょうさい せ い ど

（１）制度内容
せいどないよう

障がいのある方を扶養している保護者の方々の連帯と相互扶助の精神に基づいて、保
しょう かた ふよ う ほ ご し ゃ かたがた れんたい そう ご ふ じょ せいしん もと ほ

護者が一定額の掛金を納付することにより、その保護者が万が一死亡した場合、重度障が
ご しゃ いっていがく かけきん の うふ ほ ご し ゃ まん いちしぼう ば あ い じゅうどしょう

いになった場合に、残された障がいのある方に対し年金が支給され、障がいのある方の
ば あ い のこ しょう かた たい ねんきん しきゅう しょう かた

将来に対する保護者の不安の軽減等を図ることを目的とした制度です。
しょうらい たい ほ ご し ゃ ふあ ん けいげんとう はか もくてき せ いど

（２）加入対象者
かにゅうたいしょうしゃ
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身体障害者手帳１～３級または療育手帳Ａ・Ｂ判定の障がい者（児）を扶養して
しんたいしょうがいしゃてちょう きゅう りょういくてちょうえー びーはんてい しょう しゃ じ ふよう

いる６５歳未満の保護者
さいみまん ほ ご し ゃ

（３）年 金 月額２万円（１口）※１人２口まで加入できます。
ねん きん げつがく まんえん くち ひと りふたくち かにゅう

（４）掛 金 加入時の年齢により、月額９，３００円～２３，３００円
かけ きん かにゅう じ ねんれい げつがく えん えん

（６５歳かつ２０年以上の加入で掛け金の免除がされます。）
さい ねんいじょう かにゅう か きん めんじょ

【問合せ】 空知総合振 興 局社会福祉課地域福祉係
といあわ そらちそうごうしんこうきょくしゃかいふくしかちいきふくしがかり

（電話：２０－０１１１）
でんわ

３－４ 日常生活自立支援事業
にちじょうせいかつ じ り つ し え ん じ ぎ ょ う

障がいにより日常生活の判断に不安のある在宅で生活している方、在宅で生活する予定
しょう にちじょうせいかつ はんだん ふ あん ざいたく せいかつ かた ざいたく せいかつ よ てい

の方を対象に福祉サービスの利用の手続きや生活費の管理、年金証書などの大切な書類の
かた たいしょう ふく しさ ー び す り よ う てつづ せいかつひ かんり ねんきんしょうしょ たいせつ しょるい

預かりをお手伝いします。
あず て つだ

利用料金は、相談から契約までは無料です。契約してからのお手伝いは、１時間６００
りようりょうきん そうだん けいやく むりょう けいやく て つだ じ かん

円の利用料と交通費がかかります。
えん りようりょう こうつうひ

※１，２００円の利用料の半額を独自助成しています。
えん りようりょう はんがく どく じじょせい

※生活保護を受けている方は無料です。
せいかつ ほ ご う かた むりょう

（１）福祉サービス利用援助（基本事業）
ふくしさ ー び すり よ うえんじょ きほ んじぎょう

①福祉サービスについての情報提供や利用手続きのお手伝い
ふくしさ ー び す じょうほうていきょう り よ うて つづ て つだ

②利用している福祉サービスの苦情を解決するための手続きのお手伝い
り よ う ふくしさ ー び す くじょう かいけつ て つづ て つだ

（２）日常的金銭管理サービス
にちじょうてききんせんかん りさ ー び す
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①公共料金の支払いや年金受領の確認、預金からの生活費の払い出しなど、日常的な
こうきょうりょうきん し はら ねんきんじゅりょう かくにん よき ん せいかつひ はら だ にちじょうてき

お金の管理のお手伝い
かね かんり て つだ

（３）書類等のお預かりサービス
しょるいとう あず さ ー び す

①定期預金通帳や年金証書など、大切な書類の預かり
ていき よきんつうちょう ねんきんしょうしょ たいせつ しょるい あず

【問合せ】月 形 町社会福祉協議会（電話：５３－２９２８）
と い あ わ つきがたちょうしゃかいふくしきょうぎかい でんわ

３－５ 生活福祉資金貸付制度
せいかつ ふ く し し き ん か し つ け せ い ど

障がいのある方のほか、低所得者または高齢者が、安心して地域・在宅で生活し、自立や
しょう かた ていしょとくしゃ こうれいしゃ あんしん ちい き ざいたく せいかつ じり つ

社会参加をすすめるために必要な資金を貸付する制度で、保証人が必要となります。但し、
しゃかいさ んか ひつよう しき ん かしつけ せ いど ほしょうにん ひつよう ただ

他の公的貸付制度等を受けることが可能な場合は、その制度が優先になります
ほか こうてきかしつけせいどとう う かのう ば あ い せいど ゆうせん

（１）更生資金
こうせいし きん

①生業費 ：生業を営むために必要な経費
せいぎょう ひ せいぎょう いとな ひつよう け い ひ

②技能習得費：生業を営み、または就 職するために必要な知識・技能を習得するた
ぎのうしゅうとく ひ せいぎょう いとな しゅうしょく ひつよう ち し き ぎの う しゅうとく

めの経費及び習得期間中に生計を維持するために必要な経費。
けいひおよ しゅうとくきか んちゅう せいけい い じ ひつよう け いひ

（２）福祉資金
ふくし しきん

①結婚、出産及び葬祭に際し必要な経費
けっこん しゅっさんおよ そうさい さい ひつよう けい ひ

②機能回復訓練器具及び日常生活上の便宜を図るために必要な用具の購入等を行う
き の うかいふくくんれん き ぐ およ にちじょうせいかつじょう べ ん ぎ はか ひつよう よ う ぐ こうにゅうとう おこな

のに必要な経費
ひつよう けい ひ



- 27 -

③住居の移転等に必要な経費及び給排水設備、電気若くは暖房設備を設けるのに必要な
じゅうきょ いて んとう ひつよう け いひおよ きゅうはいすいせ つび でん きもし だんぼうせ つび も ひつよう

経費
けいひ

④住宅の増築、改築、拡張、補修、保全等に必要な経費
じゅうたく ぞうちく かいちく かくちょう ほしゅう ほぜ んとう ひつよう け い ひ

⑤就 職または技能を習得するために必要な支度をする経費
しゅうしょく ぎ のう しゅうとく ひつよう し たく け い ひ

⑥障がい者等福祉用具購入費として、日常生活の便宜を図るための高額な福祉用具等の
しょう しゃとうふくしようぐこうにゅうひ にちじょうせいかつ べん ぎ はか こうがく ふ くし よう ぐとう

購入等に特に必要な経費
こうにゅうとう とく ひつよう け いひ

⑦障がい者自動車購入費として、障がいのある方が自ら運転する自動車、または障が
しょう しゃじどうしゃこうにゅうひ しょう かた みずか うんてん じどうしゃ しょう

いのある方と生計を一にする方が、専ら障がいのある方のために日常生活の便宜や
かた せいけい ひとつ かた もっぱ しょう かた にちじょうせいかつ べん ぎ

社会参加の促進を目的として自動車を購入するために必要な経費
しゃかいさ んか そくしん もくてき じどうしゃ こうにゅう ひつよう け いひ

【問合せ】月 形 町社会福祉協議会（電話：５３－２９２８）
と い あ わ つきがたちょうしゃかいふくしきょうぎかい でんわ

３－６ 駐車禁止除外の適用
ちゅうしゃ き ん し じ ょ が い て き よ う

「駐車禁止・時間制限区間除外指定車」の標 章について
ちゅうしゃきん し じか んせいげんくか んじょがいし ていしゃ ひょうしょう

歩行が困難と認められる方は、公安委員会から「駐車禁止・時間制限区間除外指定車」の
ほこう こんなん みと かた こうあんいいんかい ちゅうしゃきん し じ か んせいげんく かんじょがいし ていしゃ

標 章の交付を受けることができます。車や運転免許の無い方も申請できます。
ひょうしょう こう ふ う くるま うんてんめんきょ な かた しんせい

（１）対象者
たいしょうしゃ

①身体障害者（上肢の障がい等は、対象とならない場合もあります）
しんたいしょうがいしゃ じょうし しょう とう たいしょう ば あ い

②療育手帳 Ａ判定
りょういくてちょう えーはんてい

③精神障害者保健福祉手帳 １級
せいしんしょうがいしゃほけ ん ふく してちょう きゅう
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（２）手続き（ご本人の確認が必要となるため、代理の方だけでは手続きできません。）
てつづ ほんにん かくにん ひつよう だ い り かた てつ づ

①障害者手帳
しょうがいしゃてちょう

②印鑑
いんかん

③介護人が申請する場合は続柄を証明する資料
かいごにん しんせい ば あ い ぞくがら しょうめい しりょう

【問合せ】岩見沢警察署交通課（電話：２０－０１１０）
と い あ わ いわみざわけいさつしょこうつうか でんわ

３－７ ヘルプマーク・ヘルプカードについて
へ る ぷ ま ー く へ る ぷ か ー ど

ヘルプマーク・ヘルプカードの配布
へ る ぷ ま ー く へ る ぷ か ー ど はいふ

周りの方々に援助や配慮が必要なことを知らせることができるマークやカードです。マー
まわ かたがた えんじょ はいりょ ひつよう し ま ー く か ー ど ま ー

クを見かけて、バスで席を譲る、声かけや必要な支援を行うなど、町民全体で合理的配慮
く み ば す せき ゆず こえ ひつよう し えん おこな ちょうみんぜんたい ごうりてきはいりょ

を提供しやすい環境を作るため、ヘルプマーク及びヘルプカードの配付を行っています。
ていきょう かんきょう つく へ る ぷ ま ー く およ へ る ぷ か ー ど はいふ おこな

（１）対象者
たいしょうしゃ

義足や人工関節を使用している方、内部障がいや難病の方、妊娠初期の方、その他援
ぎそく じんこうかんせつ しよ う かた ない ぶしょう なんびょう かた にんしんし ょ き かた た えん

助や配慮を必要とする方
じょ はいりょ ひつよう かた

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話：５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ
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３－８ 月形町介護車両購入費等補助事業
つきがたちょう か い ご しゃりょう こ う に ゅ う ひ と う ほ じ ょ じ ぎ ょ う

在宅で生活している寝たきり等の身体障害者等が移動の際に必要とする自動車を、車
ざいたく せいかつ ね とう しんたいしょうがいしゃとう い ど う さい ひつよう じどうしゃ くるま

いす使用者に配慮した改造をする経費、既に改造された自動車を購入する経費を、介護者
しようしゃ はいりょ かいぞう け いひ すで かいぞう じどうしゃ こうにゅう け いひ かいごしゃ

の負担の軽減と要介護者の社会参加の促進を図ることを目的に助成します。
ふたん けいげん ようかいごしゃ しゃかいさん か そくしん はか もくてき じょせい

（１）対象者
たいしょうしゃ

身体障害者手帳１～２級（下肢機能障害または体幹機能障害３級以上）
しんたいしょうがいしゃてちょう きゅう か し き のうしょうがい たいかんき の うしょうがい きゅういじょう

（２）助成金額
じょせいきんがく

①新 車 対象経費の２分の１以内の額
し ん し ゃ たいしょうけ いひ ぶん いな い がく

②中古車 購入経費の４分の１以内の額
ちゅうこしゃ こうにゅうけい ひ ぶん い ない がく

※千円未満の端数は切捨て
せんえんみまん はすう きりす

（３）装置の種類ごとの助成上限額
そうち しゅるい じょせいじょうげんがく

①車椅子に乗ったまま乗降可能なリフト ４０万円
くるまいす の じょうこうか のう り ふ と まんえん

②車椅子に乗ったまま乗降可能なスロープ ３０万円
くるまいす の じょうこうか のう す ろ ー ぷ まんえん

③助手席等の回転シート ６万円
じょしゅせきとう かいてん し ー と まんえん

④助手席等のリフトアップシート ２０万円
じょしゅせきとう り ふ と あ っ ぷ し ー と まんえん

⑤車椅子収納装置 ６万円
くるまいすしゅうのうそう ち まんえん

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話：５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ
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４．各種手当について
か く し ゅ て あ て

障がいのある方の経済的な援助として、各種手当の支給を行っています。
しょう かた けいざいてき えんじょ かくしゅて あて しきゅう おこな

（ただし、所得や施設入所などによる支給制限があります）
しょとく し せつにゅうしょ しきゅうせいげん

４－１ 特別障害者手当
とくべつしょうがいしゃて あ て

（１）支給内容
しきゅうないよう

著 しく重度の障がいがあり、日常生活で常に特別の介護が必要な２０歳以上の方に支給
いちじる じゅうど しょう にちじょうせいかつ つね とくべつ かい ご ひつよう さいいじょう かた しきゅう

されます。

（２）支給月額
しきゅうげつがく

２８，８４０円（令和６年４月現在）
えん れいわ ねん がつげんざい

※障がいを理由とする公的年金との併給ができますが、社会福祉施設に入所してい
しょう り ゆう こうてきねんきん へいきゅう しゃかいふく しし せつ にゅうしょ

る、病院等に３か月を超えて入院している、または本人等に一定以上の所得がある
びょういんとう かげ つ こ にゅういん ほんにんとう いっていいじょう しょとく

場合は支給されません。
ばあい しきゅう

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

４－２ 障害児福祉手当
しょうがいじ ふ く し て あ て

（１）支給内容
しきゅうないよう

重度の障がいがあり、日常生活で常に介護が必要な２０歳未満の児童に支給されます。
じゅうど しょう にちじょうせいかつ つね か い ご ひつよう さいみま ん じ どう しきゅう

（２）支給月額
しきゅうげつがく

１５，６９０円（令和６年４月現在）
えん れいわ ねん がつげんざい

※社会福祉施設に入所している場合、障がいを理由とする公的年金を受給できる
しゃかいふ く し し せ つ にゅうしょ ば あ い しょう り ゆ う こうてきねんきん じゅきゅう

場合及び養育者等に一定以上の所得がある場合は支給されません。
ば あ いおよ よういくしゃとう いっていいじょう しょとく ば あ い しきゅう
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【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

４－３ 特別児童扶養手当
と く べ つ じ ど う ふ よ う て あ て

（１）支給要件
しきゅうようけん

身体または精神に重度、中度以上の障がいのある２０歳未満の児童を養育している方
しんたい せいしん じゅうど ちゅうどいじょう しょう さいみまん じどう よういく かた

に支給されます。
しきゅう

（２）支給月額（令和６年４月現在）
しきゅうげつがく れ いわ ねん がつげんざい

１級 ５５，３５０円
きゅう えん

２級 ３６，８６０円
きゅう えん

※障がいを理由とする公的年金を受給できる場合や養育者等に一定以上の所得があ
しょう り ゆ う こうてきねんきん じゅきゅう ば あ い よういくしゃとう いっていいじょう しょとく

る場合は支給されません。
ば あ い しきゅう

【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

４－４ 月形町通院費等助成事業
つきがたちょう つ う い ん ひ と う じ ょ せ い じ ぎ ょ う

４－４－１ 月形町家族介護応援手当
つきがたちょうか ぞく か いごおうえんてあ て

家族の精神的及び経済的負担の軽減を図ることを目的に、在宅において日常生活を営む
かぞく せいしんてきおよ けいざいてきふ たん けいげん はか もくてき ざいたく にちじょうせいかつ いとな

のに支障がある高齢者や障害者を介護する者に対する慰労として、家族介護応援手当を
ししょう こうれいしゃ しょうがいしゃ か い ご もの たい い ろ う か ぞ く か い ごおうえんて あ て

支給しています。
しきゅう

（１）支給要件
しきゅうようけん

月形町内に住所を有する者で、介護保険法に基づく介護認定審査会の審査判定の結果、
つきがたちょうない じゅうしょ ゆう もの か いごほけんほう もと かいごにんていしんさかい し んさはんてい け っ か

要介護３、４及び５と判定された者並びに障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支
ようかいご およ はんてい ものなら しょうがいしゃ にちじょうせいかつおよ しゃかいせいかつ そうごうてき し
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援するための法律に基づく市町村審査会の判定の結果、区分４、５及び６と判定された者
えん ほうりつ もと しちょうそんしんさかい はんてい け っか くぶ ん およ はんてい もの

と同一住宅に居住し、現に要介護者を介護している者（所得要件あり）
どういつじゅうたく きょじゅう げん ようかいごしゃ かいご もの しょとくようけん

（２）支給額
しきゅうがく

要介護者１人につき月額２０，０００円（令和６年４月現在）
ようかいごしゃひとり げつがく えん れ い わ ねん がつげんざい

４－４－２ 月形町腎臓機能障害の方のための交通費補助事業
つきがたちょうじんぞうき の うしょうがい かた こうつうひ ほ じ ょじぎょう

腎臓機能障害のため医療機関に通院し、人工透析治療を受けている方に対して、通院に
じんぞうきのうしょうがい いりょうきかん つういん じんこうとうせきちりょう う かた たい つういん

係る交通費の一部を助成しています。
かか こうつうひ いちぶ じょせい

（１）対象者
たいしょうしゃ

次の全ての要件を満たす方が対象となります。
つぎ すべ ようけん み かた たいしょう

①月形町の住民で、在宅生活をし、身体障害者手帳（腎臓機能障害）をお持ちの方
つきがたちょう じゅうみん ざいたくせいかつ しんたいしょうがいしゃてちょう じんぞうきの うしょうがい も かた

で、人工透析治療(※１)のため、医療機関に通院している方(※２)
じんこうとうせきちりょう いりょうきか ん つういん かた

※１ 腹膜還流及び定期検査のための通院は含まれません。
ふくまくかんりゅうおよ て いき けん さ つういん ふく

※２ 通院にあたり介護者を必要とする場合は介護者一人を含みます。
つういん かいごしゃ ひつよう ば あ い かいごしゃひ とり ふく

②交通費の助成を受けようとする方と世帯員等の所得が特別児童扶養手当の支給制限
こうつうひ じょせい う かた せたいいんとう しょとく とくべつじ ど う ふ よ う て あ て しきゅうせいげん

の額を超えていないとき。
がく こ

（２）助成金額
じょせいきんがく

①車賃 通院１回あたり１，０００円（札幌市の場合１，５００円）
くるまちん つういん かい えん さっぽろし ば あい えん

②車賃以外（バス・JR等） 通院１回あたりの運賃の実費の２分の１
くるまちんいがい とう つういん かい うんちん じっ ぴ ぶん

※医療機関等の送迎を受けた場合は助成対象外となります。
いりょうきか んとう そうげい う ば あい じょせいたいしょうがい
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４－４－３ 子ども・精神障害回復者訓練通所交通費の助成について
こ せいしんしょうがいかいふくしゃくんれんつうしょこうつうひ じょせい

月形町では、お子さんが言葉や発達・発育の指導訓練のための施設等に通所する必要
つきがたちょう こ こ とば はったつ はついく しどうくんれん しせ つとう つうしょ ひつよう

がある場合や、精神障がい回復者の方が社会復帰訓練のための施設等に通所する場合に
ばあ い せいしんしょう かいふくしゃ かた しゃかいふ っきくんれん しせつとう つうしょ ばあい

かかる交通費の一部を助成しています。
こうつうひ いちぶ じょせい

（１）対象者
たいしょうしゃ

月形町内に住所があり指導訓練及び社会復帰訓練のため町外の施設等に通所する方
つきがたちょうない じゅうしょ しど うくんれんおよ しゃかいふっ きくんれん ちょうがい し せつとう つうしょ かた

（２）助成金額
じょせいきんがく

①車賃 通院１回あたり１，０００円（札幌市の場合１，５００円）
くるまちん つういん かい えん さっぽろし ば あい えん

※通所事業所へ片道送迎の場合・町外の送迎場所まで送迎した場合は、５００円（通所
つうしょじぎょうしょ かたみちそうげい ばあ い ちょうがい そうげいば しょ そうげい ばあ い えん つうしょ

事業所が札幌市にある場合７５０円）
じぎょうしょ さっぽろし ば あい えん

②車賃以外（バス・JR等） 通院１回あたりの運賃の実費の２分の１
くるまちんいがい とう つういん かい うんちん じ っぴ ぶん

４－４－４ 子ども発達支援利用者負担額助成事業
こ はったつし え んりようしゃふたんがくじょせいじぎょう

月形町では、子どもの発達を支援するため、児童発達支援や放課後等デイサービスを
つきがたちょう こ はったつ しえん じど うはったつしえ ん ほ うか ご とう

利用する子どもの保護者へ、利用者負担額を助成します
り よ う こ ほ ご し ゃ りようしゃふたんがく じょせい

（１）対象者
たいしょうしゃ

月形町内に住所があり、児童発達支援または放課後等デイサービスの受給者 証の交
つきがたちょうない じゅうしょ じ ど うはったつし え ん ほう か ご とう で い さ ー び す じゅきゅうしゃしょう こう

付を受けている保護者
ふ う ほ ご し ゃ

（２）助成金額 利用者負担額の全額
じょせいきんがく りようしゃふたんがく ぜんがく
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【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

５．税の軽減について
ぜ い け い げ ん

５－１ 所得税・住民税の控除
し ょ と く ぜ い じゅうみんぜい こ う じ ょ

納税者本人が、障がい者または特別障がい者であるときは、確定申告
のうぜいしゃほんにん しょう しゃ とくべつしょう しゃ かくていしんこく

または年末調整時に手帳を提示することにより、障害者控除が受けられます。
ねんまつちょうせい じ てちょう て いじ しょうがいしゃこうじょ う

※障がい者（身体障害者手帳３～６級、療育手帳Ｂ判定、精神障害者保健福祉手帳２・
しょう しゃ しんたいしょうがいしゃてちょう きゅう りょういくてちょうびーはんてい せいしんしょうがいしゃほけ ん ふく してちょう

３級）
きゅう

※特別障がい者（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ判定、精神障害者保健福祉手帳
とくべつしょう しゃ しんたいしょうがいしゃてちょう きゅう りょういくてちょうえーはんてい せいしんしょうがいしゃほ けん ふ くしてちょう

１級）
きゅう

（１）所得税 障がい者 ２７万円
しょとくぜい しょう しゃ まんえん

特別障がい者 ４０万円（同居の場合 ７５万円）
とくべつしょう しゃ まんえん どうきょ ば あ い まんえん

（２）住民税 障がい者 ２６万円
じゅうみんぜい しょう しゃ まんえん

特別障がい者 ３０万円（同居の場合 ５３万円）
とくべつしょう しゃ まんえん どうきょ ば あ い まんえん

【問合せ】住民課税務係（電話：５３－２３２３）
といあわ じゅうみんかぜいむがかり で ん わ

５－２ 自動車税種別割の免除、自動車税環境性能割の減免
じ ど う し ゃ ぜ い し ゅ べつ わ り め ん じ ょ じ ど う し ゃ ぜ い かんきょうせいの う わ り げんめん

障がいのある方のために使用する自動車で一定の要件に該当する場合は、自動車税種別
しょう かた し よう じどうしゃ いってい ようけん がいとう ば あ い じどうしゃぜいしゅべつ

割の課税免除及び自動車税環境性能割の減免を受けることができます（１人につき自家用
わり かぜ いめんじょおよ じどうしゃぜいかんきょうせいのうわり げんめん う ひ とり じ か よ う

の自動車１台に限ります）。
じどうしゃ だい かぎ
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※上記以外にも、車両の構造上、車いすの昇降装置や固定装置等が装着されて
じょうきいがい しゃりょう こうぞうじょう くるま しょうこうそうち こてい そう ちとう そうちゃく

おり、もっぱら身体障がい者の方が利用するためのものと認められる自動車も対
しんたいしょう しゃ かた り よ う みと じどうしゃ たい

象になる場合があります。
しょう ば あ い

対 象となる自動車
たいしょう じどうしゃ

障 害種別
しょうがいしゅべつ

等 級
とうきゅう

① 障 がい者本人が所有している自
しょう しゃほんにん しょゆう じ

動車
どうしゃ

ア 本人が運転する場合
あ ほんにん うんてん ばあい

イ 障 がいのある方と生計を同じ
い しょう かた せいけい おな

くする方が、もっぱら障がいのあ
かた しょう

る方のために運転する場合
かた うんてん ばあい

② 障 がいのある方と生計を同じく
しょう かた せいけい おな

する 方が所有している自動車
かた しょゆう じどうしゃ

ア 障 がいのある方が運転する
あ しょう かた うんてん

場合
ばあい

イ 障 がいのある方と生計を同じ
い しょう かた せいけい おな

くする方が、もっぱら 障 がいのあ
かた しょう

る方のために運転する場合
かた うんてん ばあい

③ 障 がいのある方のみで構成され
しょう こうせい

ている世帯が所有している自動車
せたい しょゆう じどうしゃ

ア その方を常時介護する方が
あ かた じょうじかいご かた

運転する場合
うんてん ばあい

視覚障害
しかくしょうがい

１～４ 級
きゅう

聴 覚 障 害
ちょうかくしょうがい

２ 級 、３ 級
きゅう きゅう

平衡機能 障 害
へいこうきのうしょうがい

３ 級 、５ 級
きゅう きゅう

音声機能 障 害
おんせいきのうしょうがい

３ 級 （喉頭 摘 出に
きゅう こうとうてきしゅつ

よるもの）

上肢不自由
じょうしふじゆう

１～３ 級
きゅう

下肢不自由
か し ふじゆう

１～６ 級
きゅう

体幹不自由
たいかんふじゆう

１～３ 級 、５ 級
きゅう きゅう

乳幼児期以前の
にゅうようじきいぜん

非進行性 脳 病 変に
ひ しんこうせいのうびょうへん

よる運動機能 障 害
うんどうきのうしょうがい

上肢機能
じょうしきのう

１～３ 級
きゅう

移動機能
いどうきのう

１～６ 級
きゅう

内部 障 害（心臓、じん臓、呼吸器、
ないぶしょうがい しんぞう ぞう こきゅうき

ぼうこう、 直 腸 、 小 腸 ）
ちょくちょう しょうちょう

１ 級 、３ 級 、４ 級
きゅう きゅう きゅう

ヒト免疫不全ウイルスによる
ひ と めんえきふぜん う い る す

免疫機能 障 害
めんえききのうしょうがい

１～４ 級
きゅう

肝臓機能 障 害
かんぞうきのうしょうがい

１～４ 級
きゅう

療 育 手帳をお持ちの方
りょういくてちょう もち かた

Ａ判定 Ｂ判定
えーはんてい びーはんてい

精神 障 害 者保健福祉手帳をお持ち
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう も

の方
かた

１～３ 級
きゅう

区分
くぶん

申請期限
しんせいきげん

自動車税環 境 性能割
じどうしゃぜいかんきょうせいのうわり

登録日の２か月後
とうろくび げつ ご

自動車税種別割
じどうしゃぜいしゅべつわり

４月１日に減免要件に該当する方
がつ にち げんめんようけん がいとう かた

自動車税納税通知書の納期限
じどうしゃぜいのうぜいつうちしょ のうきげん

（５月３１日）
がつ にち

年度の途中で減免要件に該当する方
ねんど とちゅう げんめんようけん がいとう かた

減免要件に該当することになった
げんめんようけん がいとう

日の２か月後
ひ げつ ご

減免自動車を入れ替える方
げんめんじどうしゃ い か かた

登録日の２か月後
とうろくび げつ ご
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【問合せ】空知総合振 興 局納税課収 納管理係
といあわ そらちそうごうしんこうきょくのうぜいかしゅうのうかんりがかり

（電話：２０－００５６）
でんわ

５－３ 軽自動車税の減免
け い じ ど う し ゃ ぜ い げんめん

軽自動車についても、一定の要件に該当する場合は、軽自動車税の減免を受けることがで
けいじどうしゃ いってい ようけん がいとう ば あ い けいじどうしゃぜい げんめん う

きます。減免対象、障がいの範囲等は、「５－２ 自動車税の免除、自動車取得税の減免」
げんめんたいしょう しょう はん いとう じどうしゃぜい めんじょ じどうしゃしゅとくぜい げんめん

と同一となります。
どういつ

なお、障がい者の方１人につき自動車１台に限りますので、既に普通自動車の減免を受け
しょう しゃ ひとり じどうしゃ だい かぎ すで ふつうじどうしゃ げんめん う

ている場合は、対象となりませんのでご留意ください。
ば あ い たいしょう りゅうい

【問合せ】住民課税務係（電話：５３－２３２３）
といあわ じゅうみんかぜいむがかり でんわ

５－４ 相続税の控除
そ う ぞ く ぜ い こ う じ ょ

相続人が障がい者のときは、８５歳に達するまでの年数１年につき、１０万円（特別障
そうぞくにん しょう しゃ さい たっ ねんすう ねん まんえん とくべつしょう

がい者のときは２０万円）が相続税額から控除されます。
しゃ まんえん そうぞくぜいがく こうじょ

【問合せ】岩見沢税務署（電話：２２－０８１０）
といあわ いわみざわぜいむしょ でんわ
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６．割引制度について
わ り び き せ い ど

６－１ ＪＲ旅客運賃の割引について
じぇいあーるり ょ か く う ん ち ん わ り び き

（１）割引一覧
わりびきいちらん

（２）利用方法：きっぷ購入の際にＪ Ｒ窓口へ、身体障害者手帳等を提示してください。
りようほうほう こうにゅう さい じぇいあーるまどぐち しんたいしょうがいしゃてちょうとう て いじ

（３）注意事項
ちゅういじ こう

①介護者は１人のみが割引の対象です。
かいごしゃ ひとり わりびき たいしょう

②本人と介護者は、同じ種類の・区間のきっぷを同時に購入してください。
ほんにん かいごしゃ おな しゅるい くか ん ど うじ こうにゅう

③１２歳未満の方の定期（小児用）は、割引対象外です。
さいみまん かた ていき しょうによう わりびきたいしょうがい

④介護者の定期券は、通勤定期券となります。
かいごしゃ ていきけん つうきんていきけん

⑤特急券は割引になりません。
とっきゅうけん わりびき

区分
くぶん

利用形態
りようけいたい

きっぷの種類
しゅるい

乗 車 券
じょうしゃけん

定期券
ていきけん

回数券
かいすうけん

身体 障 害者
しんたいしょうがいしゃ

手帳第１種
てちょうだい しゅ

本人のみで利用する場合
ほんにん りよう ばあい

（片道１０１ｋｍ超える場
かたみち こ ば

合に限る）
あい かぎ

本人
ほんにん

５０ ％
ぱーせんと

割引
わりびき

－ －

介護者と共に利用する場合
かいごしゃ とも りよう ばあい

（距離の制限なし）
きょり せいげん 本人・介護者とも５０ ％ 割引

ほんにん かいごしゃ ぱーせんとわりびき

第２種
だい しゅ

本人のみで利用する場合
ほんにん りよう ばあい

（片道１０１ｋｍ超える場
かたみち こ ば

合に限る）
あい かぎ

本人
ほんにん

５０ ％
ぱーせんと

割引
わりびき

－ －

介護者と共に利用する場合
かいごしゃ とも りよう ばあい

（本人が１２歳未満に限
ほんにん さいみまん かぎ

る）

－

介護者のみ
かいごしゃ

５０ ％
ぱーせんと

割引
わりびき

－
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【問合せ】札幌駅Ｊ Ｒ 料 金総合案内
といあわ さっぽろえきじぇいあーるりょうきんそうごうあんない

（電話：０１１－２２２－７１１１）
でんわ

６－２ 航空運賃の割引制度について
こ う く う う ん ち ん わ り び き せ い ど

各航空会社で、航空運賃の障がい者割引を設定しています。
かくこうくうがいしゃ こうくううんちん しょう しゃわりびき せってい

（１）身体障害者手帳・療育手帳をお持ちの１２歳以上の方は、航空運賃の割引が受けられ
しんたいしょうがいしゃてちょう りょういくてちょう も さいいじょう かた こうくううんちん わりびき う

ます。（ただし、対象外の航空会社もあります。）
たいしょうがい こうくうがいしゃ

（２）身体障害者手帳「第１種」、療育手帳「Ａ」判定の記載がある方（１２歳以上）は、同伴
しんたいしょうがいしゃてちょう だい しゅ りょういくてちょう えー はんてい き さい かた さいいじょう どうはん

する介護者も普通大人片道航空運賃の割引が受けられます。
かいごしゃ ふつうおとなかたみちこうくううんちん わりびき う

【問合せ】各航空会社
といあわ かくこうくうがいしゃ

６－３ バス運賃の割引制度について
ば す う ん ち ん わ り び き せ い ど

障害者手帳をお持ちの方が、バスを利用する場合、運賃が割引になります。
しょうがいしゃてちょう も かた ば す り よ う ば あ い うんちん わりびき

（１）路線バス 北海道中央バス、Ｊ Ｒ北海道バスなど
ろせん ば す ほっかいどうちゅうおう ば す じぇいあーるほっかいどう ば す

（２）対象者 身体障がい者手帳「第１種」、療育手帳「Ａ」判定のある方＝「本人と介
たいしょうしゃ しんたいしょう しゃてちょう だい しゅ りょういくてちょう えー はんてい かた ほんにん かい

護者」身体障がい者手帳「第２種」、療育手帳「Ｂ」判定のある方＝「本人
ご しゃ しんたいしょう しゃてちょう だい しゅ りょういくてちょう びー はんてい かた ほんにん

のみ」

（３）割引率 普通運賃が半額、定期券は３割引
わりびきりつ ふ つううんちん はんがく ていきけん わりびき

（４）利用方法 料金支払い時に手帳を提示してください。
りようほうほう りょうきんし はら じ てちょう てい じ

【問合せ】中 央バス岩見沢ターミナル
といあわ ちゅうおう ば す いわみざわ た ー み な る

（電話：２２－０７６１）
でんわ
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６－４ 札沼線代替バス運賃の割引制度について
さっしょうせんだいたい うんちん わ りびき せ い ど

障害者手帳をお持ちの方が、札沼線代替バスを利用する場合、運賃が割引になります。
しょうがいしゃてちょう も かた さっしょうせんだいたい ば す り よ う ば あい うんちん わりびき

（１）路線バス 札沼線代替バス月形当別線、月形浦臼線
ろせん ば す さっしょうせんだいたい ば す つきがたとうべつせん つきがたうらうすせん

（２）対象者 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者手帳をお持ちの方（等級不問）
たいしょうしゃ しんたいしょうがいしゃてちょう りょういくてちょう せいしんしょうがいしゃてちょう も かた とうきゅうふも ん

介護人、付添人は、障がい者１人につき１人のみ半額
かいごにん つきそいにん しょう しゃひ とり ひ と り はんがく

（３）割引率 普通運賃、定期券が半額
わりびきりつ ふ つううんちん ていきけん はんがく

（４）利用方法 料金支払い時に手帳を提示してください。
りようほうほう りょうきんし はら じ てちょう てい じ

【問合せ】有限会社下段モータース（電話：０１３３－２３－２６３０）
といあわ ゆうげんがいしゃしもだん も － た ー す でん わ

株式会社美唄自動車学校（電話：０１２６－６２－７１７１）
かぶしきがいしゃ び ばい じ どうしゃがっこう でん わ

６－５ 有料道路通行料金の割引について
ゆうりょう ど う ろ つ う こ う りょうきん わ り び き

事前に登録した自動車で有料道路を利用した場合、通行料金が半額になります。
じぜん とうろく じどうしゃ ゆうりょうど うろ り よ う ば あ い つうこうりょうきん はんがく

（１）対象者
たいしょうしゃ

①手帳をお持ちの方が自ら運転する場合
てちょう も かた みずか うんてん ば あ い

②身体障害者手帳に「第１種」の記載、または療育手帳に「Ａ判定」の記載がある方が
しんたいしょうがいしゃてちょう だい しゅ きさ い りょういくてちょう えーはんてい き さ い かた

同乗し介護をする方が運転して、有料道路（高速道路）を利用する場合に割引されま
どうじょう かい ご かた うんてん ゆうりょうどう ろ こうそくどう ろ り よ う ば あ い わりびき

す。
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※ただし、営業用の自動車は除外されます。
えいぎょうよう じどうしゃ じょがい

（２）必要書類
ひつようしょるい

①運転免許証
うんてんめんきょしょう

②身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

③自動車検査証
じどうしゃけんさしょう

④ご本人名義のＥＴＣカード
ほんにんめい ぎ いーてぃーしー か ー ど

⑤ＥＴＣ車載器の管理番号が確認できるもの（車載器セットアップ申込書・証明書等）
いーてぃーしーしゃさいき かん りばんごう かくにん しゃさいき せ っ と あ っ ぷ もうしこみしょ しょうめいしょとう

（３）割引有効期間は原則、申請日より２回目の誕生日まで有効で、有効期間（２年間）
わりびきゆうこうきか ん げんそく しんせい び かい め たんじょうび ゆうこう ゆうこうき かん ねんかん

の満了日の２ヶ月前から更新することができます。
まんりょうび か げつまえ こうしん

【問合せ】東日本高速道路(ＮＥＸＣＯ東日本)北海道支社 （電話０１１－８９６－５２１１）
といあわ ひがしにほんこうそくどうろ ね く す こ ひがしにほん ほっかいどうししゃ でんわ

６－６ タクシー料金の割引制度について
た く し ー りょうきん わ り び き せ い ど

身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は全国のタクシー会社での料金が１０ ％
しんたいしょうがいしゃてちょう りょういくてちょう も かた ぜんこく た く し ー がいしゃ りょうきん ぱーせんと

割引になります。タクシーご利用の際に、手帳を提示してご利用下さい。
わりびき た く し ー り よう さい てちょう て い じ りよ うくだ

【問合せ】 各タクシー会社
といあわ か く た く し ーがいしゃ
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６－７ 定額ハイヤー事業（おでかけハイヤー事業）
て い が く は い や ー じ ぎ ょ う は い や ー じ ぎ ょ う

町では、町 内の買い物や通院などの生活移動の手段として、ハイヤー運賃を定額
まち ちょうない か い も の つういん せいかつい ど う しゅだん は い や ー うんちん ていがく

（上限設定）にし、外出の支援をしています。利用には事前に町への登録申請が必要とな
じょうげんせってい がいしゅつ し えん り よう じ ぜん まち とうろくしんせい ひつよう

りますので、担当までお問い合わせください。
たんとう と あ

（１）利用時間
りよう じかん

午前９時００分～午後５時００分まで（土日祝日はご利用できません）
ごぜん じ ふん ご ご じ ふん どにちしゅくじつ りよ う

（２）利用対象者
りようたいしょうしゃ

・７５歳以上の方
さいいじょう かた

・７０歳以上で運転免許のない方
さいいじょう うんてんめんきょ かた

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
しんたいしょうがいしゃてちょう りょういくてちょう せいしんしょうがいしゃほけ ん ふ く してちょう も かた

（３）定額運賃（自宅⇔目的施設：片道）
ていがくうんちん じ たく もくてきし せつ かたみち

・４００円／台 ～北農場、市北、市南、赤川
えん だい きたのうじょう し ほく し な ん あかがわ

・１，０００円／台 ～札比内、南耕地昭栄、知来乙、中和
えん だい さっぴない みなみこうちしょうえい ちらいおつ ちゅうわ

（４）目的施設
もくてきし せつ

①月形駅 ②月形役場 ③エーコープ ④月形郵便局 ⑤ＤＣＭニコット月形店
つきがたえき つきがたや くば え ー こ ー ぷ つきがたゆうびんきょく でぃーし－えむ に こ っ と つきがたてん

⑥町立病院 ⑦交流センター ⑧月形温泉 ⑨多目的研修センター
ちょうりつびょういん こうりゅう せ ん た ー つきがたおんせん たもくてきけんしゅう せ ん た ー

⑩総合体育館 ⑪マンマルーナ
そうごうたいいくかん ま ん ま る ー な
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【問合せ】企画振興課地域振興係（電話５３－２３２５）
といあわ き か く しんこうか ち い きしんこうがかり で ん わ

６－８ 福祉有償運送
ふ く し ゆうしょう う ん そ う

公共交通機関を単独で利用することが困難な障がい者などに、営利とは認められない範
こうきょうこうつうきか ん たんどく り よ う こんなん しょう しゃ え い り みと はん

囲の料金で、自家用自動車による運送サービスを行います。利用する場合は、実施団体へ
い りょうきん じ か よ う じどうしゃ うんそうさ ー び す おこな り よ う ば あ い じっしだんたい

会員登録する必要があります。団体によって対応できる運送対象や地域、料金などが異な
かいいんとうろく ひつよう だんたい たいおう うんそうたいしょう ちい き りょうきん こと

ります。

【問合せ】保健福祉総合センター
といあわ ほ け ん ふ く しそうごう せ ん た ー

６－９ ＮＨＫ放送受信料の減免について
えぬえいちけーほ う そ う じゅしんりょう げんめん

（１）減免の種類
げんめん しゅるい

①半額免除：各種手帳の交付を受けている方のうち、視覚・聴覚 障害、重度の身体障
はんがくめんじょ かくしゅてちょう こうふ う かた しかく ちょうかくしょうがい じゅうど しんたいしょう

害に該当する方または重度の知的障害若しくは重度の精神障害をお持ち
がい がいとう かた じゅうど ち て きしょうがい も じゅうど せいしんしょうがい も

の方が世帯主で、かつＮＨＫ契約者である場合。
かた せたいぬし えぬえいちけーけいやくしゃ ば あ い

②全額免除：身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方を
ぜんがくめんじょ しんたいしょうがいしゃてちょう りょういくてちょう せいしんしょうがいしゃほ け んふ く してちょう も かた

構成員に有する世帯で、かつ世帯を構成する全ての方が市町村民税非課税の
こうせいいん ゆう せ たい せ た い こうせい すべ かた しちょうそんみんぜいひ か ぜ い

場合。
ば あ い

（２）制度についての問合せ先
せいど といあわ さき

ＮＨＫ視聴者コールセンター ナビダイヤル０５７０－０７７－０７７
えぬえいちけーしちょうしゃ こ ー る せ ん た ー な び だ い や る
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【問合せ】保健福祉課地域福祉係（電話５３－３１５５）
といあわ ほけんふくしかちいきふくしがかり でんわ

６－１０ 携帯電話の割引制度について
けいたい で ん わ わ り び き せ い ど

各携帯電話会社では、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ち
かくけいたいでんわがいしゃ しんたいしょうがいしゃてちょう りょういくてちょう せいしんしょうがいしゃほけん ふくしてちょう も

の方への、基本使用料等の割引サービスを設けており、割引される場合があります。
かた きほんしようりょうとう わりびきさ ー び す もう わりびき ば あ い

この割引は、各社で相違がありますので、それぞれ契約中の携帯電話会社または取 扱 店
わりびき かくしゃ そ うい けいやくちゅう けいたいで んわがいしゃ とりあつかいてん

にお問い合わせください。
と あ

【問合せ】 各携帯電話の取 扱 店
といあわ かくけいたいでんわ とりあつかいてん

７．障害年金について
しょうがいねんきん

障害年金は障がいを受けた場合にその障がいの程度に応じて、老齢年金が受給される
しょうがいねんきん しょう う ば あ い しょう ていど おう ろうれいねんきん じゅきゅう

前からでも受けることができます。（手帳の取得に関係なく申請することができます。）
まえ う てちょう しゅとく かんけい しんせい

（１）障害年金の区分について
しょうがいねんきん く ぶん

①障害基礎年金：国民年金加入者、または２０歳前、若しくは６０歳以上６５歳未満（年
しょうがい き そ ねんきん こくみんねんきんかにゅうしゃ さいまえ もし さいいじょう さいみま ん ねん

金に加入していない期間に日本国内に住所を有していた方）に、初診日
きん かにゅう きか ん に ほ んこくない じゅうしょ ゆう かた しょしんび
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のある病気やケガで障害等級の１級または２級に該当する障がい
びょうき け が しょうがいとうきゅう きゅう きゅう がいとう しょう

を受けた場合。
う ば あ い

②障害厚生年金：厚生年金加入者で、初診日のある病気やケガで障 害等級の１～３級
しょうがいこうせいねんきん こうせいねんきんかにゅうしゃ しょしんび びょうき け が しょうがいとうきゅう きゅう

に該当する障がいを受けた場合。
がいとう しょう う ば あ い

③障害手当金 ：厚生年金加入者で、初診日から５年以内に病気やケガが治り、障害厚
しょうがいてあてきん こうせいねんきんかにゅうしゃ しょしんび ねんい ない びょうき け が なお しょうがいこう

（一時金） 生年金を受けるよりも軽度の障がいが残った場合。
いちじきん せいねんきん う けい ど しょう のこ ば あ い

※特別障害給付金：過去の国民年金制度において、国民年金に任意加入していなかっ
とくべつしょうがいきゅうふきん か こ こくみんねんきんせ いど こくみんねんきん にん いかにゅう

たことにより、障害基礎年金等に該当せずに受給できない方に支
しょうがい き そ ねんきんとう がいとう じゅきゅう かた し

給されます。
きゅう

注）「初診日」＝病気やケガで初めて医師の診療を受けた日
しょしんび びょうき け が はじ い し しんりょう う ひ

（２）障害年金の受給要件について
しょうがいねんきん じゅきゅうようけん

①２０歳から初診日のある月の前々月までの年金加入期間のうち３分の２以上の期間に
さい しょしんび つき ぜんぜんげつ ねんきんかにゅうき か ん ぶん いじょう き か ん

ついて、保険料を納付している期間（保険料免除期間、若年者納付猶予期間、学生
ほけんりょう の う ふ き か ん ほけんりょうめんじょき か ん じゃくねんしゃの う ふ ゆ う よ き か ん がくせい

納付特例期間を含む）があること。
のうふとくれいき かん ふく

②初診日において６５歳未満であり、初診日のある月の前々月までの直近１年間に保険
しょしんび さいみ まん しょしんび つき ぜんぜんげつ ちょっきん ねんかん ほけん

料の未納期間がないこと。
りょう みのう きかん

注）上記①もしくは②の要件を満たしていない場合は支給されません。
じょうき ようけん み ば あ い しきゅう

【問合せ】 岩見沢年金事務所
といあわ いわみざわねんきんじむしょ

電話：３８－８００１
でんわ

月 形 町住民課戸籍保険係
つきがたちょうじゅうみんかこせきほけんがかり

電話：５３－２３２３
でんわ
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８．相談窓口について
そ う だ ん ま ど ぐ ち

８－１ 相談窓口一覧
そうだんまどぐちいちらん

（１）保健センター（月形町保健福祉課地域福祉係、保健係）
ほけん せ ん た ー つきがたちょうほ け ん ふ く し か ち い きふくしがかり ほけんがかり

障 害のある方やご家族の心配事やお悩みについて、情報の提供や助言、手続きのご
しょうがい かた かぞ く しんぱいごと なや じょうほう ていきょう じょげん てつ づ

案内やアドバイスを行っています。また、虐待の通報も受け付けております。
あんない あ ど ば い す おこな ぎゃくたい つうほう う つ

①対象者 ：身体障害、知的障害、精神障害、発達障害ほか
たいしょうしゃ しんたいしょうがい ち てきしょうがい せいしんしょうがい はったつしょうがい

②事業内容：対象者への訪問、手帳や福祉サービスの相談、関係機関の紹介連絡や
じぎょうないよう たいしょうしゃ ほうもん てちょう ふ く し さ ー び す そうだん かんけいき か ん しょうかいれんらく

調整、虐待の通報窓口
ちょうせい ぎゃくたい つうほうまどぐち

【問合先】保健福祉総合センター 保健福祉課地域福祉係、保健係 電話：５３－３１５５
といあわ ほけんふくしそうごう せ ん た ー ほ けん ふ く し か ちいきふくしがかり ほけんがかり で ん わ

ﾒｰﾙ：fukushi@town.tsukigata.hokkaido.jp（地域福祉係）
めーる ち い きふくしがかり

ﾒｰﾙ：hoken＠town.tsukigata.hokkaido.jp（保健係）
めーる ほけんがかり

（２）相談事業所 雪の聖母園ビンクルム
そうだんじぎょうしょ ゆき せ い ぼえん び ん く る む

障がいのある方たちが、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるように、障が
しょう かた す な ちいき あんしん く しょう

いの種別や年齢を問わず相談を受け、より良い生活のためのお手伝いをします。
しゅべつ ねんれい と そうだん う よ せいかつ て つだ

【問合せ先】相談支援事業所 雪の聖母園ビンクルム（電話：３５－９５９５）
といあわ さき そうだんしえ んじぎょうしょ ゆき せ いぼえん び ん く る む で ん わ

（３）地域相談員
ちいきそうだんいん

北海道より委嘱された相談員が、障がいのある方や保護者の福祉に関する相談を受け
ほっかいどう いしょく そうだんいん しょう かた ほ ご し ゃ ふ くし かん そうだん う

ています。障がいのある方からの暮らしに関する全般的な相談に応じ、情報提供や関
しょう かた く かん ぜんぱんてき そうだん おう じょうほうていきょう かん

係機関との連携などを行っています。
けいきかん れんけい おこな
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【問合せ先】保健福祉課地域福祉係 電話：５３－３１５５
といあわ さき ほけん ふ く し か ちいきふくしがかり で ん わ

（４）子ども発達支援センターつみき園
こ はったつし え ん せ ん た ー えん

日々の育児で、お子さんの発達について「お座りやハイハイがなかなかできない」、「動
ひ び いくじ こ はったつ すわ は い は い うご

き回り一つのことに集 中しない」など、保護者の心配な点に関して相談や指導を行っ
まわ ひと しゅうちゅう ほ ご し ゃ しんぱい てん かん そうだん し どう おこな

ています。

【問合せ先】子ども発達支援センターつみき園（岩見沢市）（電話：２５－６２４８）
といあわ さき こ はったつし えん せ ん た ー えん い わみざわし で ん わ

（５）月形町身体障害者福祉協会
つきがたちょうしんたいしょうがいしゃふ く しきょうかい

身体に障がいのある方々が親睦と福祉の向上を図るため、障がい者福祉に関する情
しんたい しょう かたがた しんぼく ふ くし こうじょう はか しょう しゃふ くし かん じょう

報の周知、各種研修会、レクリエーション等を行っています。
ほう しゅうち かくしゅけんしゅうかい れ く り え ー し よ ん とう おこな

【問合せ先】月形町交流センター 月形町社会福祉協議会（電話：５３－２９２８）
といあわ さき つきがたちょうこうりゅう せ ん た ー つきがたちょうしゃかいふ く しきょうぎかい で ん わ

（６）こころの相談
そうだん

こころの健康や病気に対しての相談窓口を設置し、ご家族からの相談も受け付けています。
けんこう びょうき たい そうだんまどぐち せ っち かぞ く そうだん う つ

①電話・来所相談：保健師が相談をお受けします。
で ん わ らいしょそうだん ほ け ん し そうだん う

【問合せ先】保健福祉課保健係（電話：５３－３１５５）
といあわ さき ほけん ふ く し かほけんがかり で ん わ

②こころの健康相談
けんこうそうだん

【問合せ先】岩見沢保健所（電話：２０－０１２２）
といあわ さき いわみざわほけんじょ で ん わ

③精神保健福祉相談
せいしんほ けんふくしそうだん

【問合せ先】道立精神保健福祉センター（電話：０１１－８６４－７０００）
といあわ さき どうりつせいしんほけ ん ふ く し せ ん た ー で ん わ



- 48 -

９．つきがたケアマップ
け あ ま っ ぷ
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